
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度中小企業実態調査事業 

（中小企業・小規模事業者の取組事例に関する調査事業） 
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令和２年 １２月 ２５日 

凸版印刷株式会社 



1.事業実施概要 

 

【事業目的】 

現在、老舗と言われるような長年培ってきた技術やその歴史を有する中小企業・小規模事業

者では事業承継、また、新しい分野への事業展開やグローバルな競争に挑む事業者では人手不

足が大きな問題となっている。そのような中で、多くの中小企業・小規模事業者は、自社の生

産性の向上をどのように目指せばよいのかを考え、課題を乗り越え、一歩一歩進んでいかなけ

ればならない。 

このような課題に対し、技術や新製品の開発、サービスの創造、経営の創意工夫等に積極的

に取り組み、成功を収めている中小のものづくり事業者やおもてなし等のサービス事業者が、

日本の経済力の源となっている。 

昨年度は、このような成功した取組を行っている事業者、各地方経済産業局及び中小企業・

小規模事業者と深い関わりのある団体から推薦いただき、有識者による厳正なる審査によって

特に優れた事業者を選定した。 

本事業では、選定された事業者の取組内容について、後進の育成を図る模範的事例となるこ

とに加え、選定事業者自身の社会的認知度や労働者等のモチベーション等の向上が図られるこ

とから「事例集」とし広く周知するとともに、授賞式の開催を行う。また、本制度の改善を目

的とした調査及び取りまとめを行う。 

 

【事業内容】 

(１)取組事例集の作成 

(２)授賞式等の実施 

 ①感謝状の筆耕 

 ②記念品（盾）の作成 

  ③授賞式等の運営 

  ④授賞式等の記念記録等 

  ⑤受賞者を対象としたアンケートの実施 

 



2.事業実施内容 

(１)取組事例集の作成 

「令和２年度中小企業実態調査（中小企業・小規模事業者・商店街の取り組み事例に関する調

査事業）」において作成した原稿データを基に印刷を行った。 

 

≪仕様概要≫ 

部数  ：１，３００部 

 色   ：カラー４色 

 頁数  ：３８０頁 

 用紙仕様：表紙裏表紙 古紙配合率７０％再生コート紙 四六判２２０㎏ 

本文等   古紙配合率７０％再生上質紙  Ａ判４４．５㎏ 

 製本仕様：無線綴じ Ａ４判 

 納品先 ：中小企業庁 経営支援課 技術・経営革新課 



【表紙】                【刊行に寄せて】 

  

 

【本書について】            【裏表紙】 

  



【掲載中小企業・小規模事業者－１】 

掲載順 社名 選定分野 都道府県 

1 有限会社 PO ライフ 生産性向上 北海道 

2 株式会社 北日本重量 生産性向上 北海道 

3 株式会社 メイセイ・エンジニアリング 生産性向上 北海道 

4 第一金属 株式会社 生産性向上 北海道 

5 佐藤木材工業 株式会社 生産性向上 北海道 

6 株式会社 マツオ 生産性向上 北海道 

7 世良鉄工 株式会社 生産性向上 北海道 

8 エノ産業 株式会社 生産性向上 北海道 

9 サンライズ産業 株式会社 生産性向上 青森県 

10 株式会社 栄組 生産性向上 岩手県 

11 合名会社 寒梅酒造 生産性向上 宮城県 

12 株式会社 岡村工機 生産性向上 山形県 

13 合名会社 大木代吉本店 生産性向上 福島県 

14 株式会社 ティー・エム・ピー 生産性向上 茨城県 

15 株式会社 エム・ディー精密 生産性向上 茨城県 

16 ペンギンシステム 株式会社 生産性向上 茨城県 

17 株式会社 せき 生産性向上 茨城県 

18 株式会社 宏機製作所 生産性向上 茨城県 

19 メークス 株式会社 生産性向上 茨城県 

20 株式会社 丸山製作所 生産性向上 栃木県 

21 株式会社 ペリテック 生産性向上 群馬県 

22 株式会社 正田製作所 生産性向上 群馬県 

23 鈴木工業 株式会社 生産性向上 群馬県 

24 株式会社 タイヨー 生産性向上 群馬県 

25 株式会社 タツミ製作所 生産性向上 群馬県 

26 有限会社 天ケ瀬工業 生産性向上 埼玉県 

27 ナチュラルクリーン 株式会社 生産性向上 千葉県 

28 株式会社 ヒット 生産性向上 東京都 

29 株式会社 リディアワークス 生産性向上 東京都 

30 株式会社 アオアクア 生産性向上 東京都 

31 岡田鈑金 株式会社 生産性向上 東京都 

32 ジー・オー・ピー 株式会社 生産性向上 東京都 

33 エスエスビジネスフォーム 株式会社 生産性向上 東京都 

34 株式会社 シラヤマ 生産性向上 東京都 

35 株式会社 サーテック 生産性向上 東京都 

36 株式会社 マキノ 生産性向上 東京都 

37 株式会社 イチカワ 生産性向上 東京都 

38 京浜精密工業 株式会社 生産性向上 神奈川県 

39 株式会社 アピック 生産性向上 神奈川県 

40 斎藤樹脂工業 株式会社  生産性向上 神奈川県 

41 株式会社 川﨑合成樹脂 生産性向上 新潟県 

42 コネクテックジャパン 株式会社 生産性向上 新潟県 

43 ウエノテックス 株式会社 生産性向上 新潟県 

44 ハリタ金属 株式会社 生産性向上 富山県 

45 立山化成 株式会社 生産性向上 富山県 

46 株式会社 小林製作所 生産性向上 石川県 

47 共和産業 株式会社 生産性向上 石川県 

48 株式会社 ポーラスター 生産性向上 石川県 

49 株式会社 イチムラボディーショップ 生産性向上 山梨県 

50 株式会社 タスクマスター 生産性向上 山梨県 



【掲載中小企業・小規模事業者－２】 

掲載順 社名 選定分野 都道府県 

51 岡谷熱処理工業 株式会社 生産性向上 長野県 

52 株式会社 協和精工 生産性向上 長野県 

53 株式会社 リーピー 生産性向上 岐阜県 

54 三星刃物 株式会社 生産性向上 岐阜県 

55 トマト工業 株式会社 生産性向上 岐阜県 

56 株式会社 ライン精工 生産性向上 岐阜県 

57 先生精機 株式会社 生産性向上 静岡県 

58 ごはん屋さくら 生産性向上 静岡県 

59 株式会社 静岡鐵工所 生産性向上 静岡県 

60 東洋レヂン 株式会社 生産性向上 静岡県 

61 株式会社 ヤナギハラメカックス 生産性向上 静岡県 

62 株式会社 エスクリエイト 生産性向上 愛知県 

63 株式会社 イワタツール 生産性向上 愛知県 

64 株式会社 ワンデックス 生産性向上 愛知県 

65 アドバンス電気工業 株式会社 生産性向上 愛知県 

66 矢留工業 株式会社 生産性向上 愛知県 

67 毎味水産 株式会社 生産性向上 愛知県 

68 アルメック 株式会社 生産性向上 愛知県 

69 阪部工業 株式会社 生産性向上 愛知県 

70 株式会社 西浦化学 生産性向上 愛知県 

71 伊藤工業 株式会社 生産性向上 愛知県 

72 カネヤ製綱 株式会社 生産性向上 愛知県 

73 朝日理化 株式会社 生産性向上 愛知県 

74 安田塗装工業 株式会社 生産性向上 愛知県 

75 三幸理研工業 株式会社 生産性向上 愛知県 

76 株式会社 ウチダ製作所 生産性向上 愛知県 

77 株式会社 鈴木化学工業所 生産性向上 愛知県 

78 三惠工業 株式会社 生産性向上 三重県 

79 河田フェザー 株式会社 生産性向上 三重県 

80 株式会社 スーパー・コート 生産性向上 大阪府 

81 株式会社 テクリコ 生産性向上 大阪府 

82 株式会社 ウチダ 生産性向上 大阪府 

83 株式会社 ナイキ 生産性向上 大阪府 

84 株式会社 神戸酒心館 生産性向上 兵庫県 

85 株式会社 宝角合金製作所 生産性向上 兵庫県 

86 株式会社 銀波荘 生産性向上 兵庫県 

87 甲南設計工業 株式会社 生産性向上 兵庫県 

88 龍野コルク工業 株式会社 生産性向上 兵庫県 

89 株式会社 ハンナ 生産性向上 奈良県 

90 大和化学工業 株式会社 生産性向上 奈良県 

91 小橋工業 株式会社 生産性向上 岡山県 

92 株式会社 内海機械 生産性向上 広島県 

93 株式会社 トーエイ 生産性向上 広島県 

94 イツモスマイル 株式会社 生産性向上 徳島県 

95 サヌキ畜産フーズ 株式会社 生産性向上 香川県 

96 福寿産業 株式会社 生産性向上 香川県 

97 菱高精機 株式会社 生産性向上 高知県 

98 株式会社 Windy 生産性向上 福岡県 

99 ムライケミカルパック 株式会社 生産性向上 福岡県 

100 九州木材工業 株式会社 生産性向上 福岡県 

 



【掲載中小企業・小規模事業者－３】 

掲載順 社名 選定分野 都道府県 

101 龍宮 株式会社 生産性向上 福岡県 

102 株式会社 中島ターレット 生産性向上 福岡県 

103 株式会社 タケシタ 生産性向上 福岡県 

104 日興食品 株式会社 生産性向上 佐賀県 

105 株式会社 唐津プレシジョン 生産性向上 佐賀県 

106 株式会社 東馬 生産性向上 佐賀県 

107 有田工業 株式会社 生産性向上 長崎県 

108 株式会社 ピーエヌ機電 生産性向上 長崎県 

109 株式会社 共同 生産性向上 熊本県 

110 株式会社 大分ベニヤ商会 生産性向上 大分県 

111 日本フォレスト 株式会社 生産性向上 大分県 

112 株式会社 キサヌキ 生産性向上 宮崎県 

113 株式会社 高嶺木材 生産性向上 宮崎県 

114 協業組合 ユニカラー 生産性向上 鹿児島県 

115 タイガー産業 株式会社 生産性向上 沖縄県 

116 株式会社 レアックス 需要獲得 北海道 

117 株式会社 だるま食品本舗 需要獲得 北海道 

118 株式会社 イワクラ 需要獲得 北海道 

119 マルカイチ水産 株式会社 需要獲得 北海道 

120 株式会社 たから 需要獲得 青森県 

121 株式会社 ナレロー 需要獲得 岩手県 

122 タヤマスタジオ 株式会社 需要獲得 岩手県 

123 久慈琥珀 株式会社 需要獲得 岩手県 

124 小野食品 株式会社 需要獲得 岩手県 

125 株式会社 サイコー 需要獲得 宮城県 

126 株式会社 カネダイ 需要獲得 宮城県 

127 有限会社 千田清掃 需要獲得 宮城県 

128 キョーユー 株式会社 需要獲得 宮城県 

129 北日本コンピューターサービス 株式会社 需要獲得 秋田県 

130 株式会社 斉藤光学製作所 需要獲得 秋田県 

131 株式会社 庄内クリエート工業 需要獲得 山形県 

132 株式会社 コスモテック  需要獲得 福島県 

133 株式会社 JEMS 需要獲得 茨城県 

134 株式会社 武井工業所 需要獲得 茨城県 

135 農事組合法人 宮崎協業 需要獲得 茨城県 

136 丸彦製菓 株式会社 需要獲得 栃木県 

137 株式会社 アイ電子工業 需要獲得 栃木県 

138 ストラシステム 株式会社 需要獲得 埼玉県 

139 笛木醤油 株式会社 需要獲得 埼玉県 

140 松本 ES テック 株式会社 需要獲得 千葉県 

141 株式会社 パール技研 需要獲得 千葉県 

142 株式会社 小出ロール鐵工所 需要獲得 千葉県 

143 岡本硝子 株式会社 需要獲得 千葉県 

144 ツルヤマテクノス 株式会社 需要獲得 千葉県 

145 株式会社 メリータイムフーズ 需要獲得 東京都 

146 松山油脂 株式会社 需要獲得 東京都 

147 山口産業 株式会社 需要獲得 東京都 

148 株式会社 隅田屋商店 需要獲得 東京都 

149 株式会社 トップウォーターシステムズ 需要獲得 東京都 

150 東工・バレックス 株式会社 需要獲得 東京都 

 



【掲載中小企業・小規模事業者－４】 

掲載順 社名 選定分野 都道府県 

151 株式会社 三真 需要獲得 東京都 

152 福永紙工 株式会社 需要獲得 東京都 

153 株式会社 キープ・ウィルダイニング 需要獲得 東京都 

154 TANOTECH 株式会社 需要獲得 神奈川県 

155 熊沢酒造 株式会社 需要獲得 神奈川県 

156 株式会社 東横エルメス 需要獲得 神奈川県 

157 株式会社 青海製作所 需要獲得 新潟県 

158 有限会社 TG テクニカ 需要獲得 新潟県 

159 株式会社 室岡林業 需要獲得 新潟県 

160 日の出屋製菓産業 株式会社 需要獲得 富山県 

161 株式会社 白山 需要獲得 石川県 

162 北陸製菓 株式会社 需要獲得 石川県 

163 株式会社 北菱 需要獲得 石川県 

164 メカトロ・アソシエーツ 株式会社 需要獲得 石川県 

165 タカノクリエイト 株式会社 需要獲得 石川県 

166 福井経編興業 株式会社 需要獲得 福井県 

167 有限会社 北陸ベンディング 需要獲得 福井県 

168 株式会社 NCC 需要獲得 福井県 

169 株式会社 カンバーランドジャパン 需要獲得 長野県 

170 株式会社 信栄食品 需要獲得 長野県 

171 株式会社 日邦バルブ 需要獲得 長野県 

172 白馬観光開発 株式会社 需要獲得 長野県 

173 合同会社 おひさま 需要獲得 岐阜県 

174 セントパーツ 株式会社 需要獲得 岐阜県 

175 小町酒造 株式会社 需要獲得 岐阜県 

176 株式会社 ひでぴょん 需要獲得 岐阜県 

177 株式会社 元気広場 需要獲得 静岡県 

178 平金産業 株式会社 需要獲得 静岡県 

179 静パック 有限会社 需要獲得 静岡県 

180 東亜工業 株式会社 需要獲得 静岡県 

181 丸善工業 株式会社 需要獲得 静岡県 

182 杉山フルーツ 需要獲得 静岡県 

183 株式会社 沖友 需要獲得 静岡県 

184 株式会社 流通サービス 需要獲得 静岡県 

185 株式会社 ハナノキ 需要獲得 愛知県 

186 株式会社 エストレージ 需要獲得 愛知県 

187 豊岡エンジニアリング 株式会社 需要獲得 愛知県 

188 株式会社 白惣 需要獲得 愛知県 

189 石川鋳造 株式会社 需要獲得 愛知県 

190 大野精工 株式会社 需要獲得 愛知県 

191 三重化学工業 株式会社 需要獲得 三重県 

192 株式会社 佐藤製作所 需要獲得 三重県 

193 株式会社 パンテック 需要獲得 滋賀県 

194 株式会社 三鈴 需要獲得 滋賀県 

195 株式会社 木の家専門店谷口工務店 需要獲得 滋賀県 

196 長谷金属 株式会社 需要獲得 滋賀県 

197 株式会社 寺子屋 需要獲得 京都府 

198 株式会社 ナールスコーポレーション 需要獲得 京都府 

199 株式会社 クロスエフェクト 需要獲得 京都府 

200 能勢鋼材 株式会社 需要獲得 大阪府 

 



【掲載中小企業・小規模事業者－５】 

掲載順 社名 選定分野 都道府県 

201 株式会社 フクナガエンジニアリング 需要獲得 大阪府 

202 株式会社 天彦産業 需要獲得 大阪府 

203 株式会社 なにわ花いちば 需要獲得 大阪府 

204 株式会社 ラミーコーポレーション 需要獲得 大阪府 

205 平安伸銅工業 株式会社 需要獲得 大阪府 

206 松浪硝子工業 株式会社 需要獲得 大阪府 

207 藤田金属 株式会社 需要獲得 大阪府 

208 ヤマトエスロン 株式会社 需要獲得 大阪府 

209 J トップ 株式会社 需要獲得 大阪府 

210 株式会社 スタッフ 需要獲得 大阪府 

211 下西技研工業 株式会社 需要獲得 大阪府 

212 阪神機器 株式会社 需要獲得 兵庫県 

213 まねき食品 株式会社 需要獲得 兵庫県 

214 皇漢堂製薬 株式会社 需要獲得 兵庫県 

215 株式会社 ミヤナガ 需要獲得 兵庫県 

216 株式会社 協和製作所 需要獲得 兵庫県 

217 大徳醤油 株式会社 需要獲得 兵庫県 

218 株式会社 ケーピープラテック 需要獲得 兵庫県 

219 株式会社 ごとう製革所 需要獲得 兵庫県 

220 株式会社 亀山鋳造所 需要獲得 兵庫県 

221 和歌山マリーナシティ 株式会社 需要獲得 和歌山県 

222 株式会社 アサヒメッキ 需要獲得 鳥取県 

223 山陰松島遊覧 株式会社 需要獲得 鳥取県 

224 浅利観光 株式会社 需要獲得 島根県 

225 株式会社 三幸工務店 需要獲得 岡山県 

226 有限会社 楓 需要獲得 岡山県 

227 株式会社 タック 需要獲得 岡山県 

228 オタフクソース 株式会社 需要獲得 広島県 

229 合同会社 よーそろ 需要獲得 広島県 

230 テラル 株式会社 需要獲得 広島県 

231 北島酸素 株式会社 需要獲得 徳島県 

232 有限会社 うずしお食品 需要獲得 徳島県 

233 株式会社 サンテック 需要獲得 香川県 

234 株式会社 愛亀 需要獲得 愛媛県 

235 株式会社 アテックス 需要獲得 愛媛県 

236 株式会社 辻利茶舗 需要獲得 福岡県 

237 グリーンリバーホールディングス 株式会社 需要獲得 福岡県 

238 エコステージエンジニアリング 株式会社 需要獲得 福岡県 

239 株式会社 東和コーポレーション 需要獲得 福岡県 

240 株式会社 シマブン 需要獲得 福岡県 

241 アイテックシステム 株式会社 需要獲得 福岡県 

242 大国段ボール工業 株式会社 需要獲得 福岡県 

243 株式会社 オークマ 需要獲得 福岡県 

244 有限会社 ラピュタファーム 需要獲得 福岡県 

245 株式会社 グリーンテクノ２１ 需要獲得 佐賀県 

246 合資会社 光武酒造場 需要獲得 佐賀県 

247 長工醤油味噌 協同組合 需要獲得 長崎県 

248 株式会社 マテックス 需要獲得 長崎県 

249 株式会社 フンドーダイ五葉 需要獲得 熊本県 

250 新栄合板工業 株式会社 需要獲得 熊本県 

 



【掲載中小企業・小規模事業者－６】 

掲載順 社名 選定分野 都道府県 

251 株式会社 オオヤブデイリーファーム 需要獲得 熊本県 

252 通潤酒造 株式会社 需要獲得 熊本県 

253 有限会社 山城屋 需要獲得 大分県 

254 ジャパンキャビア 株式会社 需要獲得 宮崎県 

255 株式会社 西原商会 需要獲得 鹿児島県 

256 坂元醸造 株式会社 需要獲得 鹿児島県 

257 株式会社 オキス 需要獲得 鹿児島県 

258 町田酒造 株式会社 需要獲得 鹿児島県 

259 株式会社 セルリアンブルー 需要獲得 沖縄県 

260 大髙商事 株式会社 需要獲得 沖縄県 

261 株式会社 ファッションキャンディ 需要獲得 沖縄県 

262 太平電気 株式会社 担い手確保 北海道 

263 合同会社 とびしま 担い手確保 山形県 

264 株式会社 しらた 担い手確保 福島県 

265 島崎熱処理 株式会社 担い手確保 千葉県 

266 宇都宮工業 株式会社 担い手確保 東京都 

267 株式会社 田中電気研究所 担い手確保 東京都 

268 株式会社 大協製作所 担い手確保 神奈川県 

269 株式会社 タッセイ 担い手確保 福井県 

270 株式会社 シュタール 担い手確保 長野県 

271 株式会社 ドングルズ 担い手確保 岐阜県 

272 株式会社 本陣平野屋 担い手確保 岐阜県 

273 株式会社 オノックスエムティーティー 担い手確保 静岡県 

274 株式会社 丸八テント商会 担い手確保 静岡県 

275 アルデックス 株式会社 担い手確保 愛知県 

276 トーエイ 株式会社 担い手確保 愛知県 

277 サンコー精産 株式会社 担い手確保 愛知県 

278 サンユー技研工業 株式会社 担い手確保 三重県 

279 株式会社 フューチャースピリッツ 担い手確保 京都府 

280 株式会社 特殊高所技術 担い手確保 京都府 

281 安田金属工業 株式会社 担い手確保 大阪府 

282 株式会社 ナカニ 担い手確保 大阪府 

283 株式会社 三栄金属製作所 担い手確保 大阪府 

284 大阪錫器 株式会社 担い手確保 大阪府 

285 株式会社 廣野鐵工所 担い手確保 大阪府 

286 大阪糖菓 株式会社 担い手確保 大阪府 

287 株式会社 アクアテック 担い手確保 大阪府 

288 株式会社 CHAMPION CORPORATION 担い手確保 大阪府 

289 株式会社 アクシス 担い手確保 鳥取県 

290 株式会社 ＬＡＳＳＩＣ 担い手確保 鳥取県 

291 株式会社 WORK SMILE LABO 担い手確保 岡山県 

292 仁尾興産 株式会社 担い手確保 香川県 

293 株式会社 NOTE 担い手確保 福岡県 

294 ベルテクネ 株式会社 担い手確保 福岡県 

295 立尾電設 株式会社 担い手確保 熊本県 

296 株式会社 熊本アイディーエム 担い手確保 熊本県 

297 株式会社 お茶の富澤。 担い手確保 熊本県 

298 株式会社 岡﨑組 担い手確保 宮崎県 

299 村商 株式会社 担い手確保 鹿児島県 

300 有限会社 海邦ベンダー工業 担い手確保 沖縄県 

 







(２)授賞式等の実施 

 ③授賞式等の運営 

 

≪開催概要≫ 

開催日時：2020年11月12日(木) 16:10～16:50 

開催場所：経済産業省 本館 会議室 

 出席者 ：受賞者代表者・随行者・省庁関係者・来賓・プレス 

 

【授賞式全体構成】 

時間 Lap 項目 内容 登壇者

11 00 2:30 搬入・設営・接続確認等

13 30 2:00 各種リハーサル

15 30 0:40 オールスタンバイ

YouTube Live配信開始

16:10 0:15 配信スタート 受賞企業一覧スライドループ

16:15 0:10 プレス（記者・カメラ）入室

16 25 0:01 受賞者へご案内アナウンス 開始に関するご案内 事務局

16 27 0:03 大臣入室 （カメラ撮り開始）

16 30 0:01 授賞式開会 開会アナウンス 中小企業庁経営支援部長 村上 敬亮

16 31 0:06 経済産業大臣挨拶 経済産業大臣 梶山 弘志

16 37 0:01 受賞3社紹介 中小企業庁経営支援部長 村上 敬亮

16 38 0:06 感謝状・盾の授与

需要獲得
株式会社エストレージ
代表取締役社長 矢島 克記

生産性向上
株式会社イチカワ
代表取締役社長 市川 博士

担い手確保
アルデックス株式会社
代表取締役社長 山口 達三

16:44 0:03 授賞者代表挨拶
株式会社エストレージ
代表取締役社長 矢島 克記

16:47 0:03 写真撮影

16 50 0:01 授賞式閉会 閉会アナウンス 中小企業庁経営支援部長 村上 敬亮

YouTube Live配信終了

16 51 0:02 受賞者退出 （カメラ撮り終了）

16 53 0:02 プレス退出

16 55 1:35 会議室撤収・搬出  

【授賞式会場】 

 



【授賞式スライド】 

  
 

  
 

  
 



【授賞式スライド】 

  

 

  

 

  

 

  
 

  



 

(２)授賞式等の実施 

 ④授賞式等の記念記録等 

 

【経済産業大臣挨拶】

 

 

【感謝状・盾の授与（需要獲得）】 

 



 

【感謝状・盾の授与（生産性向上）】 

 

 

【感謝状・盾の授与（担い手確保）】 

 
 

 

 



 

【受賞者代表挨拶】 

 
 

【写真撮影】 

 



(２)授賞式等の実施 

 ⑤受賞者を対象としたアンケートの実施 

 

【アンケート概要】 

実施期間：2020年11月24日～12月9日 

実施対象：受賞事業者300社 

実施方法：ウェブアンケート 

回答数 ：196社（65.3％） 

アンケート内容： 

  1.受賞内容（事例では伝えきれない部分）について 

『どのような課題・悩みがありましたか？』 

『どのようにして課題・悩みを乗り越えましたか？何を活用しましたか？』 

『上記のような課題が生じた時に、相談ができる支援機関はありますか？』 

2.受賞について 

『「はばたく中小企業300社」受賞後にどのような変化がありましたか？ 』 

3.最低賃金について 

『現在最低賃金で従業員を雇用していますか？』 

『日本の最低賃金は低いという意見がありますが、これについてはどのように 

考えますか？ 』 



【アンケート結果】 

 

1.受賞内容（事例では伝えきれない部分）について 

『どのような課題・悩みがありましたか？』 

『どのようにして課題・悩みを乗り越えましたか？何を活用しましたか？』 

『上記のような課題が生じた時に、相談ができる支援機関はありますか？』 

No. どのような課題・悩みがあ

りましたか？ 

どのようにして課題・悩み

を乗り越えましたか？何

を活用しましたか？ 

上記のような課題が生じ

た時に、相談ができる支

援機関はありますか？ 

1 新製品開発 クリエイションコアのアドバイ

スで、新製品発表まで実施でき

た。 

クリエイションコア東大阪 

2 旧経営陣と新経営陣との意識の

差 

効率化に加えて、従業員に対す

る健康および安全の工場 

はい 

3 人材の定着 考え方の変化 著名経営者の私塾 

4 表面的には良い感じだったが、実

際は社員の結束力が弱く部門間

で対立していた 

経営品質を学び、問題を洗い出

し徹底的に解決していき満足度

向上につなげた 

長くご指導頂いているコンサ

ルタントの先生 

5 輸出と言う全く未知の領域への

挑戦で何もかも初めてでした。

JETROさんへ相談し一から作り上

げて行きました 

小さな商店でもJETROさんはし

っかりと寄り添って頂き、ヒン

トや大手の事例、現地の情報等

を細かく頂けたのが大きな要

因、又大手では出来ないキメの

細かいフォローアップや即断即

決の判断も大きかったと思いま

す。 

我々のような小さな会社の新

規海外への進出にはJETROさん

の協力が不可欠だと思います。 

6 離職率の問題 社内改革 接し方 会議方法 

人事考課 

顧問先 コンサル先 

7 製造業（金属加工工場）における

女性の活用は、作業の正確さ、責

任感において、非常に向いている

と判断していたが、男性が多い職

場、経験を積まないとできない作

業において、定着しづらい環境だ

った 

IoTの発展と、機械メーカーとの

コラボレーションで、女性でも

高精度の金属加工部品を製造で

きる環境を整えた 

中小企業サポートセンターで

の相談窓口は、各市により温度

差があるが、相談しやすい環境

と熱意があるのでありがたい 

8 雇用の安定、技能・技術の伝承 福利厚生制度・施設の充実、定

年後再雇用、働き甲斐を感じる

職場づくり 

特に相談はしなかったが、相談

窓口があれば利用したい。 

9 データとして見える化し どの

様にPR資料にするか 

    

10 ＩＴ人材を育成するしくみもな

かったので外部人材を頼った。 

金融機関や公的機関にＩＴに詳

しい人材や企業を紹介してもら

った。 

金融機関・県及び町の公的支援

機関 

11 地産地消の電気を地元の公共施

設などに供給する中で、電力会社

からかなり厳しい取戻営業をか

けられています（規制料金の4割

引きなど） 

安易な価格競争にのることな

く、弊社の理念に賛同されるお

客様を開拓して、売上を維持し

ています。 

上記の件ではないですが、税制

の活用などについては商工会

議所や顧問税理士に相談して

います。 



12 ○課題 

働き方改革において、残業時間を

削減する必要がありました。145

時間という長時間労働になって

おりました。 

これを政府要望に即して残業時

間を削減したことで、逆に社員か

ら【給料が減るがどうしてくれる

んや！！】という要望が入りまし

た。 

つまり、残業時間を減らす必要

と、社員の基本給を上げていく、

社員のやる気をあげていくとい

う３つの悩みが一気に顕在化し

てきたことがあげられます。 

１．残業の抑制 

２．さがるモチベーションの上昇 

３．基本給アップ 

といった経営課題がありました。 

○課題解決に向けて 

勤務時間をけずりつつ、社員の

給料をあげるには、無駄な時間

を削っていくことが一番の近道

だと思いました。 

これをクラウドを使って改善し

ていきました。 

朝礼・会議を原則廃止し、朝礼

文としてクラウド共有しまし

た。 

また会議をなくす代わりに、情

報をリアルタイムで共有するチ

ャットツールを強制的に普及さ

せました。 

そこでルールをたった一つだけ

きめました。【他人を批判しな

い】です。 

どうしてもリアルタイムのチャ

ットツールだと要望や不満が顕

在化しやすくなりますが、他人

を批判しないことにより、みん

なへの感謝や、良い行動が共有

されるようになりました。 

また他責思考から自責思考へと

変化していっております。 

1863時間の無駄時間を削減し、

これを残業代削減へとつなげて

おります。 

クラウド改革をすすめる最中に

コロナが直撃しましたが、 

やる気をたかめ、チーム全体の

組織力が上がったとで、過去最

高の売上を実現しました。 

スピードをもって取り組む必

要があったので、自社内で完結

させました。 

13 顧客の声でオート化ラミネータ

の需要が多く、世界初機能・試作

研究で前例のない事項への取組

と製品の市場優位性の見通しが

見えなかった点． 

中小機構とこの製品開発に伴う

新連携申請書作成過程における

課題・解決・市場性等細部に亙

る内容の協議を6か月以上、試作

研究と並行して行うことで製品

の 

市場性価値と世界的に礼を観な

い製品である自覚に自信が持て

保守メンテを組むことで企業の

差別化を行うことが出来、特許

機能とフイルムの差別化商品を

形成できた点が成功のカギにな

りました。 

中小機構 

14 申請書の書き方 推薦団体の商工会議所に書き方

指導を受けた 

商工会議所 

15 新規顧客開拓を全国にまで拡げ

ていきたいと考え、Webサイトを

整備し問合せの導線を設けたが、

それに見合うだけの生産設備と

はなっておらず、需要を確実に獲

得するために機械設備も同時に

整備を進めた。 

国や行政の企業支援施策を積極

的に利用した。特に補助金を有

効活用し、Webサイト、機械設備

の整備を進めた。 

ある。ものづくり振興センタ

ー。 

16 弊社で販売しているバイオディ

ーゼル燃料の品質。大手ゼネコン

より求められている品質をクリ

アするための技術 

業界団体や関連団体から情報を

集め、弊社にマッチする新技術

の選択 

資金面については地元金融機

関の支援をいただいている。技

術面では現在のところ支援機

関活用はありません 



17 1社1業種依存度の高さ 横展開するにあたり、ものづく

りのネットワークを使った情報

収集を行い、各業種の特徴を把

握。 

産官学連携プロジェクトでの経

験より、JAMSTECなど国の研究開

発機関との繋がりができ、そこ

での経験から他業種にもニーズ

があることを再確認した 

認定支援機関でもあり、産官学

連携プロジェクトでの事務局

を務めていただいた信用金庫

の方には、様々な先のご紹介な

どいただきました。 

18 自社でできないことをやろうと

すると時間もお金もかかります。 

それができるところと連携すれ

ば解決できる。行政、大学、病

院、企業など、それぞれの持つ

強みを使わせていただく。 

県庁、県産業支援センター、工

業研究所、市役所、経済産業局 

19 当社が当地域で事業を行ってい

く上で、少子高齢化などによって

ともなう資源等が不足すること

によって、当社が行っている事業

や地域の同業種のサービスでは

賄えないサービスがあり、課題を

解決するためにそのサービスを

競争しない形（他社と競合しない

新業態や新しい内容で）で地域に

創出する必要があると感じ取り

組んだ。また、人材が都市部に流

れていく地域であるが、どのよう

にして魅力ある職場をつくるこ

とで専門性の高い人材の雇用が

創出できるかなどの課題。 

現在行っている事業や取り組み

を活用し、『当社事業×〇〇』

のように派生させながら事業を

構築しました。取り組みを含め

ワクワクするものを作ることが

大前提でした。 

特にありませんでした、すべて

取り組んでいたあとに本制度

を知ったのでたまたま取り組

んでいた内容が本制度と合致

していた形になります。 

20 異業種への新規参入で知識、経験

等が不足していたこと。具体的に

は農業での栽培方法や、飲食店で

の商品開発、価格設定等に課題が

あった。特に農業での栽培方法は

年1作で試験栽培等に時間がかか

ること、及び天候等により栽培条

件が一定にならないことなどで

解決が困難であった。 

各課題に対して金融機関、外部

コンサル、資材業者等に相談、

情報収集をし、その中から業者

を選定して、個別に情報やアド

バイス等をいただいた。その情

報やアドバイスをもとに課題解

決をしていった。 

農業での栽培方法について、農

業資材業者から栽培のコンサ

ルを紹介していただき、現在も

栽培指導をしていただいてい

る。特に品質向上や収量向上に

ついて効果がでている。 

21 まだ受賞して間もないために、そ

れほど実感がないです。 

まだ受賞して間もないために、

それほど実感がないです。 

まだ受賞して間もないために、

それほど実感がないです。 

22 これまで住宅ＨＭの一社依存の

経営で、業績の変動を受けやす

く、発注価格も依存率の足元をみ

た安すぎる価格だったため、今後

の経営に不安を感じていました。 

住宅業界という枠にとらわれず

に、当社の溶接や機械加工とい

う技術力や設備力に自社の強み

を見出すように視点を変えまし

た。その中で技術力・設備力を

活かせる産業を模索し、かつ一

業種依存、一社依存からの脱却

を図りました。その際は、経済

産業省のモノづくり補助金を活

用しました。 

経済産業局の地域支援課や情

報政策課の方々から最新の施

策情報をいただいたり、ご紹介

いただいた機関（ＳＩＩＱ）か

ら業界の最新情報を仕入れる

など、活用させていだたきまし

た。 

23 新しいタイプの新製品を開発す

るときはいつも悩んでいる。 

アイデアの検証や他の機関から

の評価を確認すれば解決でき

た。 

特にない。技術やマーケットを

的確に判断できる人材をもつ

機関が少ない 

24 今迄の流通ルートを変えないと、

茶葉価格の低迷、国内販路の縮小

などのあおりを真面に受けてし

まうと思い、30年前より改革を始

め、10年前より海外への販路開拓

しました。まったくゼロからのス

タートで現在30ケ国を超える国

と直接取引を行っています。 

MG(マネージメントゲーム)と出

会い、経営戦略、投資のタイミ

ング等を勉強して 

農業に生かすことにより、６次

産業化、無農薬有機栽培への取

り組み、茶農家で初の茶畑ソー

ラーシェアリングを導入、海外

販路拡大という今迄だれもやっ

てこなかった事に着目してオン

現在は地元の商工会さんが良

くやってくれています。(担当

者によると思いますが。) 



リィワンの改革を行ってきまし

た。 

25 川下産業からの脱皮するための

資金、人材、オリジナル商品（ブ

ランド）の立ち上げ。 

また、オリジナル商品の販売には

市場の選択から市場開発、医療機

器としてのエビデンスの取得、研

究など。 

人脈作りとものづくりを進める

うえで、経験者や中小企業中央

会、JETRO、大学などとの連携や

相談、展示会や学会などへの展

示や発表などをおこないまし

た。 

人との繋がりが課題を乗り越え

る鍵でした。 

上記に記載したように、中小企

業中央会、JETRO、産学官連携

プロジェクトへの参加など。 

26 医療ソフトで他社との差別化 現場での状況から ない 

27 地域による人材募集の難しさ 外部の割と高額な人材会社との

提携での中途入社人員確保 

若い人が登録できる人材バン

ク（コロナ下で需要が増えてい

るのでは） 

28 将来に向けた新たな事業の開拓 国や地域の目指す方向にベクト

ルを合わせるよう新規事業推進

を検討。経済産業省や自治体が

開催するセミナー等情報提供・

交換の機会を介し、新エネルギ

ー・航空機産業進出への足掛か

りをつける。 

技術的な相談や顧客開拓につ

いて、経済産業局や県、市の所

定機関へ相談した。 

29 長期的には国内での需要が先細

っていく中で、自社の技術が生か

せなくなってしまうという危機

感を持っていました。 

JICAでの海外事業案件化調査を

通して、インド国において私達

の技術がこれから必要とされる

ことを実感し、工場を建設しプ

レキャストコンクリート事業を

行うことになりました。 

JICA、資金支援についてはJBIC

ですが、インドについてはまだ

まだ支援・相談できる機関が少

ないと感じております。 

30 知人が脳卒中で倒れた際、旧態依

然としたリハビリに困惑してい

る様子を見て、VRなどを使用して

効率よくリハビリができないか

と思ったことがきっかけとなり

ました。 

医療業界についての知識がない

状態で参入したため、システムと

してご高評いただける反面、マネ

タイズの難しさを感じています。 

現場での困りごとを地道にヒア

リングし、また、業界の知見が

ある方たちや支援団体等（経済

産業局、等）からご支援、アド

バイス等を頂いています。 

上記の通りございます。 

31 地域圏における男性高卒就職者

の不足 

会社全体における人手不足 

高校の進路指導担当より女性な

ら紹介できると話を聞き、女性

の体格に合わせた機械を導入し

た。 

ハローワーク、派遣会社、各高

校進路指導担当者 

どのような人材が求職してい

るのか情報をもらっている。 

32 新興国ならではの政府手続きの

流動性、地場企業及びスタッフの

持つ文化との融合。 

郷に入っては郷に従えしかない

と思います。ここにどのように

日本的（自社的）エッセンスを

融合していけるかどうかを考え

るように、自社主体でなく現地

主体で物事を考えなければ無理

かと思います。特に中国人が移

住を伴う事業を行っている場所

なので、日本の企業およびその

スタッフが腰掛感覚で進出して

も対抗できずに負けてしまいま

す。 

法的なことであれば現地の法

律事務所です。事業的なことに

関してはありません。日系支援

機関については、あまりお付き

合いがありません。 

33 生産量拡大に向けた自社キャビ

ア加工場の建設 

資金調達を行うために、農水省

のファンド（A-FIVE）を使って

事業協同組合から株式会社化を

実施した。ものづくり補助金等

を活用した。 

県庁、地銀等 

34 慢性的な人手不足に悩む顧客の

品質維持向上。 

積極的にM&Aする事で、オリジナ

ル商品や高付加価値商品を拡充

させた。 

支援機関には頼らず、社内で随

時検討し、試行錯誤を繰り返し

ている。 



35 リハビリ専門職の不足 AIの活用 具体的に、AI開発企業などの紹

介 

36 立証の困難さ、販売の難しさ 工業技術センターの協力、研究

者との出会い、作家との出会い、

販売店との出会い 

工業技術センターなど 

37 自然相手の職種なので、オンシー

ズンに合わせて事業を考えると

オフシーズンにスタッフが余る。

オフシーズンに合わせて事業を

考えるとスタッフが足りない。 

課題は乗り越えていない。オフ

シーズンに出来ることを徐々に

増やしていけるよう試行錯誤

中。 

オンシーズン、オフシーズンで

スタッフがシェアできるよう

な仕組みが作れると良いと思

います。 

38 物流業のイメージ（３K)から人材

の雇用について、若手層の企業離

れ、労働時間の問題、荷主様の理

解等の課題があります。 

まずは物流業の一般的なイメー

ジの払拭に取り組んでいます。

労働条件、福利厚生の整備、乗

務未経験でも勤務可能な体制づ

くり。 

よろず支援拠点（どこに相談を

したらよいか、どうすればよい

か、等、1方向からだけでなく、

大きな目線で多くのアドバイ

ス、フォローを頂いています。 

39 マシニングセンタの自動化が出

来ないため、加工効率が上がらな

い 

IoT化を推進した。デジタルを有

効活用し業務プロセスの再構築 

産業技術センター 

40 生産性を向上しないと首都圏で

の製品価格での競合が難しい 

ロボットを活用し生産性の向上

を実施 

中小機構 

41 新規事業創設 新規事業創設に精鋭人材を配属

させた。 

県産業技術センター 

42 各種ある樹脂成形で3種の成形機

を内作保有して顧客満足を得る

までのプロセス 

予備知識、設備の詳細、資金調

達、設備導入後の生産計画の正

確性の検証 

独学で技術を習得した 

43 設計など、一つのコンテンツを扱

う企業から、開発、試作、量産ま

でを扱う企業に成長したことで

オファーが飛躍的に増加した。社

員数も事業拡大に伴い正比例し

たが、社員育成、事業マニュアル

などの整備が急務である。 

社外コンサルティングの活用に

より、経営計画の策定や上記課

題に克服を図りつつある。 

社外コンサルティング、ジェト

ロ、中小企業基盤整備機構、労

働協会、地元商工会議所、金融

機関など 

44 ダイバーシティの重要性を認識

し取り組んできましたが、障害者

雇用における難しさに悩みまし

た。障害者雇用の為にトイレを改

修したりと、目に見える事を変え

る事は安易でしたが、意思疎通の

難しさ、技術を伝える難しさに

皆、苦労をしました。とりわけ、

当の本人がなかなか心を開いて

くれず、指導の難しさを感じまし

た。 

とにかく、挨拶の徹底、手をあ

げるだけでも笑顔で。技術指導

は、根気よく、繰り返し、繰り

返し。 

紹介して入社させる。までで終

わらず、後のケア、元気で働き

つづけているか？とか、雇用し

てみて困り事が発生していな

いか？など、せめてアンケート

くらい、電話くらいいただけた

ら心強いです。内容によって、

どこに相談すればいいのかも

知りたいです。 

45 最新設備の導入にあたり、コス

ト・ターゲットの製品・仕様等の

問題がありました。 

様々な課題がありましたが、金

融機関・取引先の協力により乗

り越えることができました。 

おかげさまで、様々な支援機関

と交流させて頂いております。 

具体的（商工課・県の産業支援

財団等） 

46 会社のブランド力がない、人材不

足 

業界の共通の課題解決のために

新事業を開始した 

中小機構 

47 自分達の技術力がこれからの時

代に合っているのか。 

自分達の培ってきた技術を結び

付けて融合して新しい商品をつ

くる 

取引金融機関 経済産業局 

48 国内需要の頭打ち JICA普及実証事業を活用し、未

開拓市場でのビジネスモデル確

認中 

JICAスキーム 

49 優秀な女性社員採用に苦労して

います。 

優秀な社員（男女を問わず）採

用の為に福利厚生の充実を図り

ました。 

過去には労働政策系の財団に

相談したことが有ります。 



50 生産工程管理の総合的なIT化が

課題です。課題を認識したきっか

けは2年前から働き方改革を実践

した中で生産性の向上、売上・利

益の計画必達でした。生涯雇用の

中でベテラン従業員はパソコン

操作・機械入力を苦手とし人員配

置に苦労しました。ベテラン従業

員の性格ゃ技術を生かせる配置

転換をできる限り行いました。 

ベテラン従業員との面談、コミ

ュニケーションを密に行い会社

側と従業員側が納得するまで話

合いました。 

生産工程管理の総合的なIT化

に関してはIT専門業者や県産

業振興公社や県工業連合会、機

械メーカー、機械メンテ業者等

に相談しました。 

51 本邦初「マイクロ波減圧乾燥機」

の開発に大苦労しましたが、世の

中に出ていない乾燥機と乾燥商

品の販路開拓には、装置の開発以

上に苦労しています。 

乾燥機の開発は、作っては壊し

ての繰り返し、理論は後付けで

完成しました。販路開拓は、食

品関係の月刊誌「食品と開発」

に寄稿し、記事広告を掲載しま

した。乾燥試験費は無料とし、

全国からの依頼に対応しまし

た。そのおかげで、多くのデー

タが収集でき、思わぬ販路開拓

にもつながりました。 

県商工会連合会、町商工会のお

世話になり、専門家派遣もお願

いしています。技術面での相談

に 

52 当社は小売業であり、人口減少や

競合店による売上の減少が最大

と課題となっております。また、

資本力に乏しい中所企業であり、

いかに地域のニーズに寄り添っ

た取り組みが出来るか模索して

おります。 

国の補助事業を活用し、補助な

しでは取り組めない投資を行う

ことが出来ました。地元の商工

会や補助事業活用時には経済産

業局様からも様々なアドバイス

をいただき、実施することが出

来ました。 

地元の商工会や経済産業局様

にご相談させて頂いておりま

す。 

53 適切なタイミングでの人材の確

保 

現在も課題して残っておりま

す。売上の多くは半導体関連に

依存しておりますので半導体業

界全体の景気の変動に追従して

いく事が非常に難しいです。適

切な時に人材を確保する事が難

しく、また優秀な人材を確保す

る事が大事だと考えておりま

す。今回の受賞が弊社の知名度

を上げる絶好の機会になると共

に自治体などの相談窓口を積極

的に活用して人材を募集に繋げ

て行きたいと考えております。 

市役所企業活動支援課 

54 団体旅行の減少による観光事業

からの撤退、中国の爆買いによる

原材料の高騰、レストラン現場の

人手不足、M&Aによる新事業への

進出、めん羊牧場開設によるブラ

ンド力の強化、レストランの多店

舗展開 など。 

メイン銀行などの支援、M&Aセン

ターの活用 

金融機関、経済産業局や都道府

県庁などの行政、中小企業総合

支援センターなどの支援機関、

商工会議所 など 

55 海外とのネットワークづくり 

海外出展の成果が発揮できてい

ない 

海外に展開する協力会社（5~10

社）と定期的な情報交換会を実

施 

都道府県公社海外支援事業課 

56 製造に係る外注先（職人）の高齢

化や後継者不足で生産能力に懸

念が生じた。 

受注量が多くなると、職人の生産

状況に左右され、営業活動にも影

響を及ぼす状況となってきた。ま

た手作業が中心の生産工程で納

入先から高品質且つ均一な製品

が求められるようになった。 

生産工程の高度化、自動化、が

必至となり、ロボットを用いた

生産プロセスのIT化が必要と判

断、これまでの枠を超えて家電

品や自動車等の塗装技術を利用

できないか模索した。 

地元自治体の商工労働関連部

署に支援策を照会した。市から

県、経済局、政府系金融機関と

徐々に広がりサポートを受け

ることが出来た。 

57 人材不足。大手求人サイトに複数

掲載しても、応募者が全くない。 

既婚女性の積極採用と、自社求

人サイトおよびYouTube利用で

地域に密着した求人広告会社

と近隣の製造業の企業複数社



応募者増 でつくったクラブ 

58 熟練作業者の感覚に頼る傾向が

あり、加工条件を定量化できてい

なかった事。最近になって当社の

中でも業務内容によっては世代

交や自動化による省人化の難し

さが露呈しました。 

若い世代（３世代くらい）に解

決する為の課題と、ある程度の

権限（後方支援は行う）を与え

る事。新しい感覚が解決の糸口

になりました。 

  

59 開発したパッケージソフトの知

名度、実績がないため、販売に苦

慮している。 

県が主催する「リスクアセスメ

ント実施人材育成講座」で、パ

ッケージソフトの実演をした。

HPから「安全革命」のトライア

ル版をダウンロードしてもらい

使用してもらった。 

厚生労働省及都道府県のリス

クアセスメント講習会開催機

関 

労働安全衛生法第２８条の2

（２００６年４月施行）によ

り、リスクアセスメントは努力

義務化されているが、化学物質

リスクアセスメントのように

義務化して欲しい。都道府県で

リスクアセスメントん講習会

が実施されていると思うので、

「安全革命」を実演させてほし

い。 

60 異業種とのM&Aを成功させる難し

さ（M&Aが成功しないと事業継続

が難しくなり、地域の雇用も守る

ことができない） 

売上の減少、利益率の低迷に悩

む買収先企業に当社の経営マイ

ンドについて、企業のみならず

実務を通じて繰り返し説明し浸

透を図った。また、外部からの

支援として中小企業整備基盤機

構（中小機構）による経営支援

を利用した。 

当社では過去に経営上の課題

に対応するために中小企業整

備基盤機構（中小機構）を利用

したことがあり、今回も買収先

企業で中小機構の経営支援を

活用している。 

61 農業を企業体として成熟させる

ために社員の意識改革・地域の皆

様のご理解・地域の課題解決・行

政機関との連携を同時に進めて

いかなければならないことで、難

しさがあった。 

必要な時間を十分に掛けなが

ら、なるべく多くの皆様にご協

力いただきながら、事業を進め

て行った。 

関連行政機関との連携や地域

の商工会議所など 

62 人材採用および育成 経営者の勉強会 支援機関はない。どのような機

関が親身になってくれるのか

わかっていない。 

63 自社製品（ダスト濃度計）は国際

的には認証システムがあり、世界

中で義務化の流れが有ります。一

方日本には認証も無ければなん

の規格も無い状態でした。そのた

め当社が海外で販売するには書

類審査の段階で入札に参加する

ことも出来な状況でした。 

当社はINPITの出先機関である

県産業振興センター知財総合支

援窓口の紹介により経産省の新

市場創造型標準化制度に応募

し、JISC審査を経て採択された

ことをきっかけにしてダスト濃

度計の性能評価方法JIS B7996,

ダスト濃度計の製品規格JIS 

B7997を作成し、発行に至りまし

た。このことにより、市場の拡

大を図り自社製品の優位性をア

ピールして販売台数を増やす端

緒になっています。 

上記の通り、県産業振興センタ

ー知財総合支援窓口や経済産

業局が支援機関になります。 

64 以下に商品の待ちを減らすか クラウドファンディングの活用

や補助金の活用による資金支援 

中小機構・経済産業局 



65  自社ブランドを販売していく中

で、手作業による製造により製品

の生産量が限られる中、ターゲッ

トを絞った販売と直接販売によ

る利益率の向上実現を目指す必

要があった。 

 また併せて長時間の作業による

技能者への負担を減少させつつ、

生産性の向上を目指す必要があ

った。 

モニター調査を重ね、顧客の行

動分析などを行ったことによ

り、贈答品市場への需要を見出

した。 

しかし当時は自社ブランドサイ

ト・ECサイト上での説明、製品

に同封するリーフレットでの訴

求に限っていたため、ブランド

ロゴ・箱のデザインを刷新、ま

たギフト販売に焦点を絞ったEC

サイトの拡充、ラッピング材な

どの充実を図り、顧客ニーズに

対応した販売体制を整えた。 

生産性の向上については、製造

工程の中で時間がかかっている

作業を割りだし、作業手順を細

分化、一部作業に関しては、ロ

ボットシステムを導入した。 

 技術者にはデジタル面を含め

た教育を施し、多能工化を進め、

デジタル人員の育成とともに生

産性の向上を図った。 

中小機構のアドバイザーに、生

産性向上に関するアドバイス

を頂いた。 

66 地域との携わり方、事業継承の難

しさ、個人事業主のどんぶり勘定

からの脱却、 

経営の数字化による見える化、地

震からの復興。 

地震を経験して、店舗再建には、

グループ補助金を活用しまし

た。 

思考プロセスとしては、今まで

人のせいににしてきた考えを、

物事の起こりは全て自分から起

こる事だと捉え、何事も自分に

返すよう心がけております。 

相談先は、よろず支援拠点、商

工会、中小企業同友会、等で相

談させて頂きました。連携先も、

地域の旅館さんや、レストラン、

味噌醤油屋さんと連携をしてい

ます。 

中小企業同友会では、具体的な

経営について学びを深められ

ますし、よろず拠点では、連携

先や、研究機関をご紹介頂いて

おります。 

商工会は国や県の補助金など

の案内や申請の手伝いを頂い

ております。 

67 新商品の開発 市と連携して解決しました。 市の産業政策課 

68 加工時間の短縮と品質の向上を

両立することが課題。 

そのためには設備投資はもちろ

ん、熟練加工者を育成するために

雇用の定着が必須であった。 

ものづくり補助金を活用し、設

備投資を積極的に行った。 

単価の維持および引き上げのた

め、付加価値のある商品・サー

ビスを提供し同業他社との差別

化を図った。 

結果、売上・収益が上がり、昇

給や賞与で従業員に還元するこ

とで雇用定着につながった。 

補助金については中央会やコ

ンサル会社。 

財務に関しては取引金融機関

や税理士。 

69 ①海外バイヤーからのニーズに

応じ、解凍しても高品質を維持す

る「冷凍納豆」を作りたい。 

②北海道の希少素材である極大

粒大豆の加工適性を研究し、商品

開発で首都圏等の市場獲得をし

たい。 

①工業技術センターと連携し、

解凍しても高品質を維持する

「冷凍納豆」を開発。販売先の

ポートフォリオの安定化、工場

稼働率向上等の実施。 

②中央農業試験場で過去に誕生

した極大粒大豆を農業改良普及

センターや生産者と連携して加

工適性の改良を実施。 

総合振興局、工業技術センタ

ー、農業改良普及センター、金

融機関等 



70 世界中で気候変動や海洋廃プラ

汚染等の問題から、持続可能な開

発目標（SDGs）が決められました。

20年以上広告看板業界に携わり、

新しい看板毎にアクリルプラス

チックを廃棄するのに心のどこ

かで引っかかりがありました。ア

クリルの代わりに布で看板面を

作れたら、環境負荷を大きく削減

出来るのではないか。布であれば

カーテンのように誰でも交換出

来て施工費もかからないから導

入企業にとっても良い。という思

いから製品を開発。特許を取得し

て、今では主要空港施設にも導入

頂きました。また、昨年は世界的

なデザイン賞にも選ばれました。

これから伸びていくぞ‼ と思っ

た矢先にコロナの状況に陥り、売

上は半分以下となりました。 

時代のニーズに合わせた商品と

して、新型コロナウイルスを用い

たISO試験にて、成果が確認され

た技術を製品化して、今の社会問

題を解決すべく、日々邁進してお

ります。 

下町の印刷会社が、良いものを作

っても中々世間から見向きもさ

れず、大変な状況です。是非とも

応援頂けますよう、宜しくお願い

申し上げます。 

インターネットで日本中のもの

づくり企業ホームページをリサ

ーチして、サプライヤーを作り

ました。いろんな技術がたくさ

んあって、日本は素晴らしいで

す。 

ものづくりではなく、経営やPR

等のソフト面での相談を、商工

会議所にいつもサポート頂い

て、大変助かっております。 

71 売上の低迷による資金繰りや特

殊な地域による人材不足 

銀行との交渉、銀行担当者から

のアドバイス、先輩他企業経営

者への相談 

メインバンク 

72 現在代表を務める私の祖父が創

業者というオーナー企業であり

ながら、私が代表となる前の約20

年間を主力原料メーカーから代

表者を招聘。その結果『低い生産

性、全生産品が下請型製品、低い

収益力、社員の低いモチベーショ

ン』という不安定な事業基盤か

ら、いかに脱却できるかを常に考

え取り組みを進めてきました。 

地域で発足した産学官交流会に

参加したことで、地元の異業種

企業と県立大学はじめ圏内の大

学数校と連携。さらに市が掲げ

る医療都市構想下で立ち上がっ

た医療機器開発研究会にも参加

したことで企業と医療機関と連

携。さらに医療機器製造販売業

許可を取得の機会までいただき

ました。テーマごとに展示会に

も積極的に出展しました。 

その結果、生産性の改善、自社

開発商品の開発製造販売、競合

他社と差別化をはかる発泡スチ

ロール切削物を用いた「量産立

ち上げ支援プロセス」を確立。 

メディアへの情報提供をコツコ

ツ続けたことで数多くメディア

露出。 

各種認証選定も、社員のモチベ

ーションＵＰにつながっていま

す。 

科学技術協会、地元中小企業、

大学、中小企業基盤整備機構、

特許庁などと連携・相談をして

います。 

73 ・潤沢な加工用原料を調達すべく

産地開拓に注力したが、生産者と

の確固たる信頼関係を形成する

ことに相当の困難を期した。 

・新規の取り扱い商材であり、新

規の製造ラインでもあり、当然に

・仕入担当、製造担当、営業担

当、配送担当、保管・貯蔵担当、

事務担当等全ての関係者が全て

の情報を共有することで、ひと

つ一つの課題を全員で検討し、

解決策を講じた。 

・県農業総合センター、県工業

技術センター、地元農業協同組

合、GI認定生産者団体等様々な

方々のお力添えをいただきな

がら種々の課題解決に取り組

んだ。 



新規の商品でもあったため、すべ

てがゼロベースであり、かつ、当

初より他社商品に対し優位性を

打ち出すことを目標する中、ひと

つ一つが課題満載であった。 

74 販売販路の拡大（輸出）と機能性

を追求した製品の開発 

独自性の探求、食のトレンドを

色々な媒体から学習習得し製品

化 

商工会議所、県中小企業振興セ

ンター、JETRO 

75 事業承継、販売先の偏りなど   中小機構、よろず支援相談 

76 当社は デザインを軸にこれま

でにないアプローチをし続けて

おり まだまだ道半ばではある

が 社会がきちんとデザインや

クリエイティブの価値を認めて

もらい収益に繋げるのは時間が

かかるがやりがいはあると感じ

ている 

常にデザインに関わる情報の収

集、デザイナーとのネットワー

クの構築、それらの情報の社員

との共有を心掛けて来た。今年

はコロナ禍で直接、人とのコミ

ュニケーションが取りづらく人

との出会いも少なく苦戦の年。 

直接、デザインに関する支援機

関は利用していないが デザ

イナーと作った製品や仕組み

の知財に関する相談を東京都

知的財産総合センターにお願

いしている 

77 全てが安全に直結するお仕事で

すので、技術ももちろんですが、

安全意識を育む必要性を感じて

います。 スキル、経験、価値観、

様々な要因で、人の感じ方はバラ

バラです。 それでも安全に対し

ての認識は最低限の部分で合わ

せていく必要があります。 運営

側だけが一所懸命になっても、運

営される側が主体性を発揮する

ことはありません。 如何にして

各技術者に主体性を発揮させる

のか？そこには定石というもの

がないように思います。 

当社では、課長以上に全員コー

チング研修を受けてもらってい

ます。 

その甲斐あってか、教えること

に加えて、問いを立て、引き出

すことを意識してくれているよ

うに思います。 

コーチングを受けるきっかけも

そうですが、主体性を発揮して

もらうために必要なことの中

に、問いを立てるということが

あるのだと思います。 

そして、自分自身で言語化する

ということ。 

そうしたことが大切なのだと繰

り返し伝えています。 

今、思い当たりません。 

78 業績を上げるための中期経営計

画の構築 

新技術の開発、積極的な販路開

拓、海外市場への挑戦 

商工会、産業振興センター、銀

行 

79 介護機器に国の支援が入りにく

い。大手ばかりに補助金がいく。 

海外に展開して実績を作る。時

間がかかるところは後にまわ

す。 

よろず支援やテクノエイド協

会。中小企業庁や厚労省機関な

ので、横連携がとりにくい。 

80 多くの日配品が食品市場に存在

する中で、弊社商品を認知しても

らい市民権を得るまでに、多大な

期間と労力を要した。 

弊社商品のイメージを市場で広

めるために、デパートや生活協

同組合等を主要ターゲットとし

て販路を開拓してきた。 

取引金融機関、顧問会計士・社

労士・弁護士等から、適宜経営

全般に関する助言を受けてい

る。 

81 外部への告知方法や本社博物館

施設の滞在時間を伸ばす事が難

しかった。 

恐竜などの記者会見などを通じ

て告知活動を行った。また、外

部の支援を頂き解決に取り組ん

だ。 

あります。現在も継続中です。 

82 生産工程の溶接作業において熟

練社員が高齢化により退社し、ス

キルの高い社員が減少し、技術の

伝承などの課題が生じていた。 

自社商品の開発において設計の

難易度が高い商品が必要とされ、

顧客が要求する開発期間も短く

なり、開発の負荷が増大してい

た。 

生産管理において多品種生産化

がすすみ、完成品在庫の増加が問

題となった。 

溶接において熟練を必要とする

作業をロボットの活用により品

質向上、工数低減を実現した。 

開発において３Ｄ－ＣＡＤや３

Ｄ造形を活用し設計期間の短縮

や治具金型の製作リードタイム

の短縮が可能になり、開発から

量産開始までの期間が客の要求

するものに対応できるようにな

った。 

また量産における受発注システ

ムのＩＴ化をすすめることによ

り、受注から出荷までの期間の

短縮を実現した。 

地元の産業支援センター、工業

研究所など 



83 弊社は資材商社であるため、単純

に仕入れて販売するだけでは、十

分に利益率を確保することが難

しい状況でした。この状況を打破

するため、オリジナル商品の開発

と他社との差別化戦略として、資

材の取り付けをおこなう工事体

制を整備し、付加価値を生み出す

戦略を取るに至りました。 

オリジナル商品の開発も工事体

制の確立も一朝一夕でできるこ

とではなく、軌道に乗るまでは

かなりの時間と労力を要しまし

たが、企業としての競争力を高

め、安定した収益体制にしてい

くためには必要不可欠な戦略で

あるとの判断の下、 

方針を継続しつづけたことによ

り、現在は当社の収益基盤のひ

とつになっています。 

経営方針などについては、民間

のコンサルティング企業と顧

問契約し、定期的にアドバイス

や指導・判断をいただく形で助

言を受けています。 

84 生産量増加の取引先の計画に対

応するために、設備投資と工場棟

増築に関わる様々な障害、課題に

現在直面しており計画的に対処

している。 

付帯する土地の探索、確保。建

築確認が下りるために地元行政

機関等に相談等。 

市工業振興課に相談した。 

85 密閉度の高い簡易食品容器を完

成させる為には、業界内での常識

を打ち破る金型 

製造方法を試行錯誤しなければ

ず 寸法精度の均一に保つのが

課題でした。 

ありきたりですが、失敗を恐れ

ない失敗から目をそらさない失

敗原因の追究 

それと 思いつめないが 私に

は大事でした。 

  

86 父親から引き継いだ時から町工

場として存続していくにはどう

すればよいか？  

製造業には求人しても人が来な

い。設備を入れたいが仕事が先が

設備が先かで常に悩んでいまし

た。 

私の場合は中小企業の集まり

（中小企業家同友会）に入り同

じような境遇の人の話を聞き工

場見学をして切磋琢磨したこと

が大きかったと思います。そこ

から中期ビジョンが出来 今弊

社が何をしていけばよいかなど

世の中のお困りごとが見えてき

ました。その結果海外の人材を

雇用することで町工場としての

責務が果たすことが出来まし

た。また廃業する工場にも喜ん

で引き継がせていただくために

も工場の社員を守り仕事も継続

し引退する社長にも対価を支払

うことで喜んで頂きました。社

員良し・ 仕事良し・引退する

社長良し 三方良しの精神に挑

んだ結果だと思います。 

商工会議所事業引き継ぎセン

ター 町工場同士の事業の譲

渡の場合あいだに中間業者を

入れないので一般的な契約に

対する注意事項などを教えて

頂きました。 

87 ・新需要を切り開くにあたっての

ブランディング。 

・工場生産性の向上ノウハウがな

い。 

・各部門のデジタル化を進めたが

全体が一貫システムとして連携

できていない。 

中小機構や金融機関の紹介業者

などの支援と積極的な投資、人

材採用によりクリアした。 

中小機構、金融機関等 

88 弊社は開発力には自信があった

が、PR力が弱かったため、画期的

な新製品を開発したにも関わら

ず、なかなか認知してもらえなか

った。 

PR力を強化するためコンサルタ

ントとして専門家を雇い、イン

ターネットやITを駆使してEC販

売やビジネスマッチングサイト

への登録、YouTubeへの投稿等、

様々な方法で宣伝を行い、認知

度を大幅に向上させることが出

来た。 

当方の顧問として指導してい

ただいているコンサルタント

に、様々な情報を提供していた

だき、経済産業省様のあらゆる

補助制度や、インターネットや

IT技術を駆使した販路開拓方

法を見出し、多数活用させてい

ただいている。 

89 設立当初は資金面で悩んだ 都道府県、市からの支援で解決

方向に向かえた 

地元支援機関、大学 

90 協力会社様との協力体制強化策 普段からのコミュニケーション

を増加させる 

経済産業局様 / 産業支援プ

ラザ様 



91 弊社の課題は生産性向上が思い

通りに進まないということでし

た。新たな設備や取り組みを行っ

たとしても成果が長続きしなか

ったり、対症療法的手法による対

応が蔓延し、同じような問題が繰

り返されているといったこが起

こっておりました。 

弊社は課題を現場に軸足を置

き、その中で真因を追求し続け

るといった手法によって解決し

ました。現場で一つ問題が起こ

った場合、それに関わる人間や

部門に係らず横断的人財を収集

し、問題の本当の原因について

調査し、その一つ一つの原因を

解消する取り組みを習慣化しま

した。その結果、その部門内の

みの解決にとどまらず、問題に

間接的にかかわる部門の利益に

もつながるといった波及効果も

発生し、課題を解決することが

できました。 

課題の相談には信用金庫様が

あります。課題解決には設備投

資を機動的に行う必要が生じ

る場合が多くあり、信用金庫様

は常に即座に弊社の相談に対

応していただいております。資

金支援の面でそうしたサポー

トがあるということは意思決

定する際に非常に強い後ろ盾

であり、何に際しても速度が求

められる現代の経営環境下に

おきまして、弊社にとっては最

も心強い支援機関であります。 

92 技術系の人材面で即戦力となる

人材の確保は零細企業にとって

経費てきにも困難であった。 

かつての優秀な部下が定年退職

後、年金を受給してブラブラし

ている。これは社会のとっても

無駄なことであり、本人にとっ

ても老化を早め、社会に役立つ

という意識も薄れ、プライドも

保てない老後となるだけと気が

付いた。 

現役時代と同じフルタイムでな

く、趣味や体力作りにも時間が

とれる勤務体制として週３～４

日勤務で労働をシェアするスタ

イルを徹底することで、即戦力

の人材と、人件費を比較的低く

抑えられることが可能であり、

意欲も高く保つことが実現でき

た。 

サポインやものづくり補助金

等を活用でき開発資金面で助

かりました。今後も中小企業の

モノづくりへの助成を期待し

ます。 

93 社会、市場の動向と生産現場の現

状、それらを含めて企業として社

会に貢献するべき事業の取り組

み、情報収集。 

同業者に限らず、異業種の方と

も積極的に交流し、情報を仕入

れ継続的な事業に取り入れてき

た 

県や市を含め、中小機構等の支

援機関から金融機関まで 

94 いわゆる３K産業であり、新しい

業種業態へのチャレンジ人材が

確保できない。採用市場におい

て、魅力がない、将来性がない企

業では戦えない。３K産業であっ

ても、生産性を維持しながら働き

やすさを求めらないかと考えた。 

子育て世代が多く、また女性で

も活躍できる建設業務を洗い出

し、モデル職員を選定。個人の

力量に依存せず、最新技術を活

用。専門のソフトウェアも導入

し、ドローン測量から三次元デ

ータを取り込み、まずは自社施

工中の現場にて試行。 

補助金、助成金は申請させてい

ただいており、また都度メーカ

ーなどに問い合わせを行なっ

ており、その他特に支援は不

要。自分達で課題を解決するこ

とも、成長に繋がるため。 

95 大半をOEM生産が占めるため、常

に大手メーカー様を始めとした

ブランドオーナー様の信頼に応

えるだけの品質や生産に関する

努力、体制の維持・向上が重要な

課題と捉えて参りました。その中

で、人手が集まらない、職人色が

強いため個々人の作業能力に差

あることなどの問題がございま

した。 

画像選別など先端設備の導入を

積極的に行うことで、作業員に

製品のバラツキや作業ミスのリ

スクの低下を実現し、品質の更

なる工場にも繋げることができ

ました。また、機械の導入によ

り、若年層からご高齢の方、経

験の浅い方でも働きやすい環境

に整備することができました。

さらには、経済産業省からの各

種事業の選定をきっかけに少し

づつ会社としての認知度や魅力

度が全国に向けて上がり始め、

直近ではUターンとIターンで２

名の20代の入社が決まりまし

た。地域と共生していくという

経営理念の元、以前からＳＤＧ

ｓに向けた多様な取り組みを行

県庁、農林水産省、商工会議所、

商工会 



政の補助金等の支援を余すこと

なく効率的に活用して実践した

ことが実を結んできたと実感し

ております。 

96 ・限りある資源を有効活用し、環

境負荷を軽減させるための技術

開発。（使用済み製品から新たな

再生素材を生み出す技術。） 

・これからの人口減少社会を考

え、会社と社員双方が、共に成長

し幸福を感じる企業になる方策。 

・最適で高度な資源循環社会を

確立するため、使用済み製品か

ら、「技術」で再び付加価値の

高い再生資源としての「素材」

に生まれ変わらせることが必要

であると考え、技術開発いたし

ました。 

・廃棄物業界は３Kとよばれ、あ

まり良いイメージがありませ

ん。 

社員を最大のパートナーと考

え、共により良い社会をつくる

よう取組みました。 

・県労働局 殿 他 

97 広告看板主体からデジタルサイ

ネージ導入に至る過程での資金

確保や新規顧客開拓について、試

行錯誤しながらチャレンジしま

した。 

常に顧客目線で、どういう商品

であれば喜ばれるかを心がけ展

開した結果、継続的な支持を得

ることができたと思います。 

日本政策金融公庫をはじめと

する取引先金融機関 

98 特にござません。 特にござません。 税理士事務所、信用金庫等、支

援機関の方々には日ごろから

ご支援いただいております。 

99 厳しいコストに対応することと、

人材獲得やレベルアップ 

省力化と生産性向上につながる

最先端設備と、社員の意識改革

を変える仕組みの導入 

商工会議所、取引金融機関 

100 SDGｓやIoTなど新しい取り組み

について、『仕組み作り』や『資

金調達』が主なな課題となった。 

国の機関や関連する公的機関に

相談しながら、専門技術を有す

る連携企業と開発を進めること

ができた。資金面では国の補助

金を活用させて頂いた。 

国の機関、関連する公的機関。 

101 販売を海外のハラル国に絞って

営業しましたが、予想外に経費が

掛りました。 

営業を外部に委託し、更にその

国々の販売会社に委託しまし

た。 

社外コンサルタントに相談し

ました。 

102 低温実装工法を開発するにあた

り、低温実装に用いる接合材料の

選定、接合条件の検討、接合装置

の開発など従来に無い物、技術を

数多く必要といたしました。 

社内に無い技術については、積

極的に国内外の会社、人、技術

を求め、それらを結合すること

で解決をしてまいりました。 

特定の機関はございません。課

題が多岐に渡りますので、その

都度ご相談先は変化します。日

本国内には先端技術を保有さ

れる会社が無数にあり、あらゆ

るつてを辿って積極的にそれ

らの会社、人、技術にコンタク

トをすることが重要で、その行

動力こそが弊社の強みである

と考えます。 

103 情報の一元化と共有化、それに加

えてスピードが欠落していまし

た。製品の納期・物量・仕様・仕

訳・後処理・物流情報等々の情報

が錯そうしていました。 

予約カードという注文書を作成

し、この用紙に必要情報を網羅

し、お客様に記入して頂き、発

注前にＦＡＸを同送付して頂く

ように改善し、それを社内の共

有ＰＣに入力しする事で誤情報

を根絶やしにする挑戦をしまし

た。またその加工工程委は小さ

な会社ながら１２０台程のＰＣ

があり、リアルに管理できるよ

うになりました。一番の悩みは、

事前に手間が増える顧客にいか

にご理解とご協力を頂けるかど

うかです。取組当初はクレーム、

苦情の山でした。今は粗100％の

相談できる機関があるという

認識はありませんでした。省庁

の助成金も利用させて頂いて

おり、その要件に中に生産性要

件がありますが、そうであれ

ば、積極的に指導やフォローを

して下さる期間が欲しいと思

います。 



お客様が予約をして下さるよう

になりました。 

104 若手社員のモチベーション向上。

若い社員が多くなったことから、

技術の伝承が大きな課題でした。 

時代に合ったツール(CAD、最新

の測定器など)を取り入れ、新た

な取り組みを社員の意見を取り

入れて行うようにしていきまし

た。 

取引銀行の主催のセミナー等。 

105 残業が多い、社員教育に手間がか

かる 

生活残業：残業代含み金額を支

給することで生活残業のモチベ

ーション自体をなくしました。

社員教育：フレームワークを整

備することで、手間を減らし、

学びやすくしました 

弊社が加盟している一般社団

法人の会員企業同士で相談す

ることができます。また公設

試、県の支援機関、市の産業振

興部署とも相談しやすい状態

です。 

106 大学との共同研究で、基本原理は

10年前に見出し、特許取得できて

いたが、その後の製品化の壁が高

く、具体的には従来機能を保持し

つつ新しい性能を付加させるた

めに、複雑な形状の設計、試作開

発に時間を要したこと、樹脂成形

を利用して実現するに当たり、成

形精度の問題や、金型着手から2

年の時間を要し、特許の有効期限

が残り10年で、ようやく上市がで

きた。その1年後、共同出願者で

ある大学とロイヤリティ契約の

締結に至った。 

製品化については時間と費用が

掛かるため、会社内のコンセン

サスを取りながら、地道に研究

を進める以外になかった。ロイ

ヤリティ契約の締結については

TLO殿が大学と弊社の間で積極

的な対応をして頂き、特段の障

害が無く締結に至った。 

技術支援については、地元の技

術系財団等に相談できるが、確

立した原理を製品化する際の

課題は、製造方法が関係するた

め、会社内で解決するしかな

く、これが現実的であると考え

る。 

107 景気動向により求人応募者が集

まらない時期があった。特にここ

数年は売り手市場で採用が難し

かった。（昨年から潮目が変わり、

今年はコロナの影響もあり好転

しています。） 

社内の技術力向上はもちろんの

こと、働きやすい環境づくりや

ホームページを充実する等によ

る知名度の向上に努めた。 

特に無い。日常的にお会いする

人たちから情報を得ている。 

108 【製造・品質管理体制の構築】 

 新工場設立当初、食品加工工場

に求められる「HACCP的手法」導

入を進めていく中で、会社内での

「意識、経験」が不足していまし

た。 

 このころ、「食の安全」に対し

て世間の声が大きくなっており

ましたので、これまでの「製造・

品質管理体制」を見直して変えて

いく必要性を感じていましたが、

変化に対して「不安感・抵抗感」

があり、また、タイミングがつか

めないことなどから、なかなか前

に進めることができませんでし

た。 

 自社の持前である「元気の良

さ、勢いの良さ」を活かしながら、

世間、顧客から求められる管理体

制を築いていくことの難しさを

感じておりました。 

【目標を見据えて自信をつけ

る】 

 新工場は「HACCP的手法」を運

用しやすいように、「設備配置・

作業導線」を考えて設計しまし

た。また、当時、HACCP講習を開

催されていた団体の講習会に参

加し、当会のHACCP認定を受ける

ことを目標としました。 

 これは、世間・顧客要望に応

えられる必要性を社内共有し、

「目に見える形」に向かって全

社員が方向性を揃えることを目

的としました。 

 そして、外部HACCP講習会に社

員を受講させて、知識の習得、

方向性への理解を行うと共に、

自社内でも定期講習会やＯＪＴ

での指導を根気よく進めていく

うちに、土壌が整備され、地力

がついていきました。 

 また、大手取引先の品質管理

監査を受け、自社に足りていな

い部分を真摯に受け止め、スピ

ード感を意識して改善に取り組

むことで「成長できた」実感を

得たことも良かったのではない

かと思います。これにより、社

①（一社）大日本水産会（日本

食品認定機構）様 

②（一社）日本冷凍食品協会 

様 

③（一財）日本食品検査 様 

 

②会は以前から会員で認定工

場にもなっておりました。 

③会は①会の認定に係るコン

サルと、②会の認定調査、その

他、品質検査などを都度お願い

しております。 



内の団結だけでなく、顧客との

信頼関係も強化できたと考えて

おります。 

 これらは、経営者の方の判

断・理解に加え、従業員の素直

さによるところが大きかったと

感じております。 

109 個人商店が大学との産学連携な

どということができるのか？と

最初は思いました、気さくな教

授、食害問題に対する学生さんた

ちの想いにこたえられるか不安

はありましたが、自分の知るとこ

ろによる調理方法を頼りに商品

開発に向かいました。 

基本的なところは、大学の産学

連携室、食品栄養学部、教授及

び学生さんたちとなります。 

今回は県立大学 食品栄養学

部がありました。 

110 過疎地域において人材の確保が

難しく、将来的な事業継承や社員

の技術の継承に不安がありまし

た。また、社員教育についても人

材不足で現場作業に時間を取ら

れ思うような教育ができない状

況でした。 

慢性的な人材不足に関して、外

国人労働者の雇用も検討しまし

たが、現場では安全作業が第一

であり、言葉の壁や文化の違い

が大きく、受け入れへのハード

ルが高く悩んでおりました。 

そのような中、地元の高校生の

職場体験の受入れや高校生対象

の企業説明会(市主催)等に積極

的に参加していたところ、進路

担当の先生に「御社への就職を

希望している女子生徒がいま

す。女性の雇用はされません

か？」と声をかけていただき、

ハッとしました。 

当時の建設業は男性が圧倒的に

多い環境で、求人への応募も当

然のように男性ばかりで、女性

の雇用は全く頭にありませんで

した。 

しかし、建設業への就職を希望

する女性がいることを知り、女

性の雇用を積極的にやってみよ

うと思いました。女性も働きや

すい環境を目指し、社内を整備

し、セクハラ・パワハラの勉強

会を行うなどして受け入れ態勢

を整えました。 

女性の採用後も県電気工事業組

合の女性部にも登録し、同業種

の女性との交流の場を大切にし

ています。不定期ではあります

が社内でヒアリングを行いなが

ら雇用定着を継続しています。 

また、年齢や経験を問わず広い

窓口で人材を雇用できるよう、

今の業務にマッチする人材を求

めるだけではなく、個々の人材

に合わせて業務を変化させ、そ

れぞれの個性を生かし、一人一

人が働きやすい環境へと柔軟に

改善を進めています。 

社員教育を行う上での課題であ

った社員の時間の確保について

は、社外研修から社内で積極的

にOJT研修を開催することによ

り時間の調整に柔軟に対応でき

市起業支援センター 

民間企業出身の方で経験が豊

富で、弊社の相談に対して的確

なアドバイスを頂いており力

強く思っております。 



るようにしました。社員からの

相談・報告などに迅速に対応で

きるようスマホを全社員に配布

しＬＩＮＥＷＯＲＫＳを活用し

ています。 

また、技術の継承として資格取

得についてのルールを決め、個

人負担が無いように全額会社負

担とし、積極的に挑戦できる環

境整備を行いました。 

111 プラスチック成形やアッセンブ

リーが主事業で、リーマンショッ

ク後は他社との明確な差別化が

出来なかったために価格競争が

激化し、厳しい経営状態でした。 

塗装やメッキなどの加飾事業

は、弊社の主事業を含めた一括

受注が可能な業態であり、何ら

かの形でこの業態に入らなけれ

ば会社存続が難しいと考え、当

時様々なことを試みる中、県の

各機関のご支援を賜りながら補

助事業に採択頂き、独自の開発

を行えたことで、他社との差別

化への道筋をつけることが出来

ました。 

中小企業ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ推進機構、よ

ろず支援拠点などに相談して

おります。 

112 季節による生産性の変動が大き

く、入荷が多くなると品物が停滞

してしまう。 

また、個々の連携が取れないこと

により生産効率が低く、人件費率

が高くなる。 

入荷から検品、見積もり、洗い、

仕上げ、出荷の各工程で時間がか

かり、納期が長くなるため、熱い

思い入れを持ってクリーニング

に出された品物を、思いの熱さが

冷めないうちに返して喜んでも

らうことができない。 

毎日、朝と昼に全体ミーティン

グを行い、日々起こっている細

かい部分まで全員で共通認識を

図り、毎日、人間として生きて

いくための根本的な話を、身近

な事例を交えて具体的に話し、

一人一人が感じたことを発言す

ることにより、全員の絆を深め

て同じ方向を向いて進めるよう

に努めた。 

また、誰もが高度なプレスが可

能なように、パーツごとにプレ

スする専用のマシンを導入し、

プレス機とハンドプレスを併用

して仕上げプレスの効率化を図

った。 

そして取引銀行や会計士も同席

しての幹部ミーティングを毎月

開き、資金繰りの現状と今後の

方針を確認、また、毎日の生産

目標を具体的な施策を決定して

実行した。 

特に相談できる支援機関等は

ありません。 

113 新規取引先(重工業等)へのハー

ドルは高く準備も含めかなりの

時間を要した。 

プロジェクトチームを結成し目

標を達成してきました。 

国、県、自治体、公設機関等に

ご支援いただきました。 

114 不燃木材ついては、市場に出回っ

ている従来品が抱えている問題

点をクリアし、事業化を視野に入

れ開発していくことは難易度が

高く苦労した点だった。また、環

境整備活動については社員ひと

りひとりが意識を高め続けて取

り組み、習慣化させることが難し

く苦労した点だった。 

不燃木材については、県の支援

や大学の評価、サポイン事業の

アドバイザーの方々にご助言を

いただくことによって従来品の

課題を克服した製品開発が実現

できた。事業化については販売

するための認定取得や装置の

JIS標準化に向けての取り組み

等、現在進めているところであ

り、有識者やお客様、取引先の

お力添えをいただきながら順調

に進めている。 

また、環境整備活動については、

「仕事の一環」と定義づけた上

に社長自らがリーダーシップを

不燃木材の開発や事業化に向

けた支援機関は、経済産業省、

県、大学、中小機構、日本規格

協会、産総研、オープンイノベ

ーションセンター等様々な支

援や後援をいただく関係性を

築いている。環境整備活動の支

援機関は、環境系協会を筆頭に

ご指導をいただく関係性を築

いている。 



とることで、社員全員が一丸と

なって実行を続けることがで

き、習慣化させることに成功し

た。それらの取り組みの際、日

本そうじ協会様のご支援やご指

導もあり、お陰様でいまでは環

境整備活動のモデル企業として

認められ、年間の見学者が約200

人に増加した。環境整備活動が

会社の強みとなったことで安全

第一、品質向上はもとより、社

員の考える力も少しずつ高まり

業務効率化の推進につながって

いる。 

115 創業以来、長い間、量産加工を行

って来たが、度重なる加工単価の

値下げで零細企業ではなかなか

新規設備、研究、新規顧客の開拓

にお金、時間や人材が不足してい

た。 

社員一同知恵を絞りながら、高

度な加工技術を身に着けていっ

た。そして、県の産業技術セン

ターなど助言を頂くことができ

又補助金の活用に助言を頂いた

商工会の皆さんのおかげで現在

も前向きに努力を続けていくこ

とが出来ている。 

この5年間で新規顧客も増えて

いる。 

・県産業技術センタ 

・市商工会担当者 

116 タイ国での廃棄物の不適正処理

の多さ、タイ国の電子マニフェス

トシステムが浸透していない(機

能不足等) 

弊社の電子マニフェストＡＳＰ

サービスを普及させることで、

廃棄物の不適正処理をなくす。

JICA様のODAを活用させていた

だき、タイ国の現状調査を実施

し、普及ビジネス化の採択をい

ただく。 

弊社コンサル会社、JICA様 

117 独自性・オリジナリティで製品を

産み出したり、独自技術をあみ出

すには時間や動力がかかりまし

た。何度もの失敗があり、解決の

困難さを身に染みて実感しまし

た。 

問題や課題を分析するためにイ

ンターネットなどを活用しなが

ら幅広い情報を集めると共に、

弁理士や中小企業診断士など、

専門的、公的な知識・見解など

を得ていきました。それと共に

商工会や信用保証協会などの力

を借りて大きな方向性を位置づ

け、細かい課題などは税理士会

や銀行などのセミナーや会合な

どからもアドバイスやヒントを

得て、社内会議などを重ねて解

決して行きました。 

ものづくり支援センター や、

よろず支援拠点など公設のコ

ンサルティング機関、総合支援

サイトのミラサポ、人材支援の

ジンサポの他、上記にあるよう

に商工会や信用保証協会、税理

士、銀行、弁理士、中小企業診

断士など、幅広い専門家に相談

に乗って頂いています。 

118 事業拡大、人材採用等のための自

社アピールの内容や方法につい

て課題を感じていました。 

金融機関等からの客観的な意見

を参考に解決を図りました。 

顧問税理士、金融機関等に相談

しています。 

119 日本独自の品質を誇る伝統技術

とされてきたなめし革製造（タン

ナー）業界が、安価な海外タンナ

ーの台頭・合成皮革の品質向上に

より縮小する中で、どう生き残る

か、どう市場で評価されるか（差

別化を図る）が一番の課題でし

た。 

タンナーでは珍しく異業種出身

だったため、専門的な知識も業

界の常識も知らない状態からこ

の業界に入りました。そのため、

従来業界の常識とされてきた薬

品配合比率や各工程の投入時間

の「ルール」に捉われることな

く、常に目の前の状況に向き合

い、研究開発等を行ってきた結

果、独自の品質を生み出せてい

ることが一番の要因だと思って

います。それでも革は繊細な生

き物（皮）であるため、まった

く同じ製造を施しても仕上がり

特に、財務面や経営管理面にお

いては顧問税理士や認定支援

機関の細やかなフォローを受

けています。 



は異なります。可能な限り数値

化や機械化をし、暗黙知をなく

すとともに、それでも手作業が

生み出す価値の部分は活かしな

がら、今後の自社の発展と業界

の活性化を図りたいと思ってい

ます。 

120 あまりにも長い年月（ピラミッド

建設以来）コロ曳工法が続くこと

から他に工法は無いということ

が常識になっており、新工法を提

案してもあまり相手にしてもら

えませんでした。 

本州の機械メーカーさんは当

初、許可をもらえませんでした

が、北海道電力様とグループ会

社、協力会社の皆様には賛同し

ていただき、廃棄の変圧器など

の運搬業務で新工法を全面協力

をいただきながら使用すること

ができ、進化させることができ

ました。 

当社の場合は電力会社様とグ

ループ会社様がどのような相

談にも親身なアドバイスをい

ただくことができます。最近の

一番の悩みはやはり人材不足

です。 

しかし人員が厳しい場合はも

日程の変更など可能な限りの

ご協力をいただくことができ

ます。 

121 特になし 特になし 特になし 

122 常に最先端技術の追求しなけれ

ばならないこと 

教育制度の充実。商工会議所等

に相談 

あります 

123 これからの会社の在り方 問題を具現化出来た。 商工会 

124 新卒採用では、男子が少なく女子

ばかり応募が来ること。 

上記の状況を受け入れるしかな

かった。 

支援機関はあると思いますが、

自分たちで解決しなくてはと

思っております。 

125 受注生産であるために効率の悪

さはあるものの、汎用品以外に特

殊仕様を長期間に渡り販売して

いることが強みではある。一方特

殊品の市場は決して大きい訳で

はなく、その中で如何に多くのユ

ーザーに知って貰う機会を作り

だすか、が課題である。 

まだまだ乗り越えるには至って

いないので、新エネルギーなど

産業界の動向を注視しつつパイ

ロット（実証）プラントへの納

入を主に考えて行動している。 

区や商工会議所など 

126 海外への技術移転に際して知的

財産センターなど専門家に相談

したが、特許申請すべきなど一般

的なアドバイスしか得られず、外

部知見を活用することに限界を

感じた。 

国際特許を取得しても当社のよ

うな中小零細企業では相手国へ

行っての訴訟は困難なため、思

い切って技術情報をオープンに

することで世界中の皮革工場排

水を綺麗にすることが目的とな

り、技術情報を移転先から世界

へ広めて行くことが目標となっ

た。 

企業経営や事業計画に限らず、

ブランディングや製品開発全

てにおいて、中小企業診断士は

常に電卓を携帯して相談者に

「数値」で回答できることが肝

要。 

127 ・下請け的なものづくりでは価格

競争にのまれ、利益率が悪化して

いたことが課題だった。また、地

方の中小小企業が最先端の市場

情報をキャッチすることが非常

に難しかった。 

・県の人口減少の課題 

・自社の技術を求めてくれる顧

客や市場の発展を考え、オープ

ンイノベーションの考え方で技

術サービスをスタートした。 

・事業を縦軸で展開するのでは

なく、横軸で展開すること（研

磨の時に使用する副資材メーカ

ー）へシフトした。 

民間のコンサル会社や県主催

のセミナー等 

128 人材育成 社内フィロソフィーを策定し

た。 

ない。 

129 受賞当時での最大の取組みが頓

挫してしまいました。最も大きな

利用は原料となる主たる廃棄物

の安定調達が難しいという事で

した。木質材に関する事業におい

てのゼロ・エミッション達成が又

未達となりました。 

上記テーマに関して異業種との

取組みてせしたが、テーマは頓

挫しましたが繋がりは維持出来

ています。次への取組み等で連

携を継続していきます。 

林業試験場・工業試験場等でそ

の都度アドバイスを貰ってい

ます。試験機関等との長年の繋

がりを維持しています。 



130 ワークライフバランスという言

葉が先行し、愛社精神や仲間の大

切さをどのように経験理解させ

るかとても悩みました。また、個

人の意識の違いによる負荷率、能

力向上に対する考え方の違いを

どのようにしたら良いか日々悩

んでおります。難しいのは、社会

貢献思想を業務から得る事がで

きない時代になっていて、個に対

するケアを重視してしまう風潮

が課題にあるので、益々難しい状

況になると考えております。 

社員の個性を活かし、基礎固め

に注力するよう心掛けました。 

また、弊社の業務を通してどの

ような関わり方を目指すかをス

ローガンで明確にしました。「一

緒に歩いていきましょう！お客

様と社員と社会と共に」です。 

社員の心理に深く刻み込むよう

努力しました。また、「人生二

度無し」という哲学者の森信三

先生の言葉を多用し、個人の意

思決定をしっかり責任あるもの

として理解するよう努めまし

た。解決は出来ておりませんが、

取組みを継続していく価値があ

ると考えております。 

特にありません。 

131 国内需要の頭打ち JICAスキームを利用して途上国

での実証事業で、需要開発 

JICA、UNIDO 

132 日本酒業界の低迷による売上高

の減少 

事業価値と環境価値の両立とい

う事業戦略 

サステナブル経営推進機構 

133 社員の自己実現をどのように図

っていくか 

自社にあったユニークな制度設

計 

相談したとこは特にない 

134 業務用ルートの問屋営業のビジ

ネススタイルから、自社ブランド

商品を消費者向け通販事業に転

換していく際に、マーケティング

戦略、収益管理をどのように行っ

て行くかについて、モデルもな

く、自分の経験もなく当初は苦し

んだ。 

中小機構の専門家派遣事業で、

大手消費者向けメーカー出身の

財務、マーケティングの専門家

の紹介を受け、様々な事を学ん

だ。 

上記の中小機構の専門家派遣

事業 

135 お客様の声をどうやって集める

かが常に課題。当社の製品開発は

創業以来お客様の声をベースに

しています。 

受注基準の敷居を下げた。累計

１００台売れる見込みがあれば

開発対象。あとは優先順位だけ。 

特になし。ただ、省力化、省人

化に向けたニーズを集めるこ

となどを、省庁が率先して行っ

てもらえると、中小企業発の新

たなものづくりにつながると

思います。農水省が以前やって

いたようなもの。 

136 課題：大手自動車のひざ元の地域

故に優秀な人材確保が難しい。製

品開発。 

  金融機関他 

137 コロナ禍で新規顧客へのアプロ

ーチが難しくなった 

ネットでの販売促進を進めたい 特になし 

138 １．人材確保が困難 

２．業務効率化についての進捗が

遅い 

１．海外実習生の招へい 

２．中小機構の専門家派遣事業

を通じコンサルの招へい 

１．県よろず相談室 

２．中小機構 

３．県企業振興公社 

４．市役所商工課 

５．大学工学部 

139 大型旋盤用の歯車の角丸め加工

をロボットにより実施する事を

実践しているが、100％手作業を

無くすところまでは実現できて

いない。更なるティーチング方法

やハンドの形状等の工夫が必要

な状況。 

ロボットの動きのティーチング

作業の修正の地道な繰り返し。

これにより滑らかな角丸め作業

に近づけて行く事を行った。 

SIER企業やロボットメーカー

が主な相談相手。ロボットを利

用した類似の解決事例が検索

できるサービスがあると応用

のイメージが湧きやすいよう

に思う。 

140 市場(光通信関連）は目まぐるし

く変化し、絶えず先を見通し製品

開発や販路開拓を進めていかね

ばならず、営業と開発の一体感が

必要であった。特に開発部門は顧

客ニーズをいち早く製品化でき

るよういくつもの案件を同時並

当社社長の人脈や得意先・共同

研究先との協力を得ながら遂行

しました。 

販路開拓（マーケット調査）に

ついてはジェトロと相談しま

した。 



行しながら製造部門と連携し製

品化を進めました。 

141 零細会社と大企業の違い、休日、

給料、福利厚生の壁で若手社員が

入社しない。 

長期インターンに出会う。 投資育成 

142 塑性変形能の少ないアルミダイ

カスト品をどのようにして、変形

させるのかが課題でした。 

大学との産学連携および経済産

業省のサポイン制度を利用して

課題を解決しました。 

財団法人の県産業技術センタ

ーに相談することが多いです。 

143 人材 少数精鋭 行政機関の支援 

144 海外展開において、現地法人の作

り方など 

金融機関の海外展開支援事業の

部署の方などと面談をし情報収

集をしている 

経済産業局や信用金庫などに

相談をし、情報提供をしていた

だいている 

145 国内市場のシュリンク。販路拡大

のためには外へ目を向けていく

必要があった。 

現在のテクノロジーを駆使し

て、時代の流れを有効活用。 

ITなど流れが速いため、特別な

専門機関などはなかった。流動

的な時代の流れにすぐに対応

できる期間があるとよい。 

146 人材育成 事業部制、執行役員制度 中小機構 

147 事例記載の通り 事例記載の通り 社内及びITメーカーと協議 

148 看板の広告差し替えの際に、廃棄

するプラスチックの環境問題が

ありました。また、生産性の問題

もありました。 

海外で布の電飾看板が広く普及

しており、日本で普及させるた

め展張構造を考案し特許を登

録。日本での普及を目指しまし

た。また、生産性を向上させる

ために生産管理システムの構築

を行いました。 

信用金庫様のサポートをいた

だきました。 

149 地震で被災した建物を単に再建

するのではなくどう新しい価値

を生み出していくか 

ワインツーリズムの最先端地ア

メリカのカリフォルニア州ナパ

バレーに視察に行き有料試飲に

よる豪華な酒蔵見学を視察した 

中小企業団体中央会や商工会

の専門家派遣事業 

150 一番の課題は、特に県外での販路

開拓 悩みの詳細としては、会社

の知名度がないこと、また、差別

化した技術がないことでした。 

海外進出による、自動車産業企

業との商談の獲得、ロボット関

係の新製品の開発、その新製品

のカタログ作成、展示会への出

展により販路開拓した 

中小機構には、海外進出につい

て、また、展示会への出展につ

いて、県産業創出支援機構に

は、特許関係の相談など、県鉄

工機電協会には、海外進出を 

県工業試験場には、技術的な相

談をさせて頂きました。 

151 売上全体の50%を占めるメイン事

業の将来性に課題あり。高付加価

値部品の多い事業だった為、簡単

に補うのは難しい。 

新業種や海外への販路開拓 海外展開についてはJETROさま

に相談し、現在も支援していた

だいている。 

152 売上全体の50%を占めるメイン事

業の将来性に課題あり。高付加価

値部品の多い事業だった為、簡単

に補うのは難しい。 

新業種や海外への販路開拓 海外展開についてはJETROさま

に相談し、現在も支援していた

だいている。 

153 熟成黒にんにくの海外への輸出

や海外の現地での展開について

どのようにすすめたらよいのか

経験、ノウハウがなかった。 

ジェトロや県の海外での展示

会、商談会、現地視察等に積極

的に参加し、情報収集すること

により小規模ではあるが輸出も

実施できた。また、海外におけ

る現地での活動については、

JICAの事業を活用し、取り組ん

でいる最中である。 

ベトナムでの総代理店契約案

件については、ジェトロ青森か

ら契約のひな型等を提供して

いただいた。 

154 最初は、何から手を付けて良いの

か分からず相談しようと思い、県

などの相談窓口に行ったが反対

されるばかりで進展せず自分を

信じて行動するしかなかった。 

開発を地道に繰り返していたが

グッドデザイン賞受賞をきっか

けに取材等が増えて人脈も広が

り依頼も急増して好循環するよ

うになった 

短期での相談窓口はあるが、短

期過ぎて表面上の教科書的な

問題解決になってしまい本当

の解決にはならない。長期で問

題解決のために親身に相談に

応じてくれる機関があると頼

もしい。 



155 少子高齢化の中で地元のお客様

だけでは客数が減少するため、交

流人口を増やすための取り組み

を行ったが、お客様のニーズとマ

ッチするのが困難だった。 

すき焼きの今までの食べ方と異

なるの食べ方の提案として、北

王子魯山人が晩年に食べたとさ

れているジャブスキーを手本に

して考案した。商工会にお願い

し専門家派遣を行った 

相談できる期間は商工会があ

ります。他によろず支援などた

くさんあります。 

156 地方かつ地方の中でも交通の便

が悪く、コンビニなどのインフラ

も進んでいない過疎地域で人材

採用の難しさや中途採用の離職

率の高さなどが非常に経営を難

しくしていた。また、弊社は技術

系の仕事のため、技術を付けるま

でに長期間必要で、若年者の長期

雇用が最重要と考えていた。 

大企業と比較した場合の中小企

業のメリットを如何に活かすの

か。ほとんど少ないとされるメ

リットを最大限に何倍にもして

生かしていく。まず、社長であ

る私が大学卒業後選びたい会社

なのかを徹底的に考える。社長

である私が大学卒業後就職し

た、華やかな航空業界と何が違

うのか。人気職種(現在はコロナ

で違いますが)である、航空業界

には人が無数に集まり、田舎の

町工場にはなぜ集まらないの

か、、、資金、資本、名前以外

にも 

なにかヒントないかなどを徹底

的に考えてました。 

  

157 高齢化による「ものづくり技術の

継承」が大きな課題として立ちふ

さがった。技術者を含む社員全員

に対しては、６０歳定年での自然

退職を防ぐために雇用を５年延

長し、７０歳到達後も希望者はす

べて雇用を継続することで若年

者への技術の伝承がスムーズに

行えるようになった。 

社員に対し、専門の講師を招き

働き方改革の講演を実施。特に

定年を迎えた後の健康的な生活

の在り方と雇用関係。 

  

158 弊社商品の使用方法について、高

齢者やそのご家族がどこまで理

解していただけるか。 

アプリをダウンロードし、画面

上で簡単な操作を行うことで利

用可能になった。 

  

159 売上の低迷 先進地の視察を繰り返し行い、

もづくりの考え方やその姿勢な

どを学んだ。また技術的なこと

は酒造技術講習会に参加し最新

の技術を導入した。 

技術支援センター 酵母の活

性状態を確認するピルビン酸

スティックが終売になり、その

代替となる分析方法をご教授

いただいた。 

160 ブランド力が弱い 最新の製作機械を導入して作業

効率を上げる。できた時間で製

品の改良を行うことができた。 

特にない 

161 伝統工芸品産業は縮小傾向にあ

り、後継者不足であること。 

後継者不足というのは伝統工芸

品産業の縮小が原因でもあると

考えています。 

伝統的工芸品のものづくりを継

承させたいと思っても、雇えな

い産地がたくさんあります。 

弊社は芸術系の大学や専門学

校、高校で製作体験を行うこと

により、錫や錫器というものを

広め、興味を持ってもらうこと

により就職先の１つとして考え

てもらう。 

この事業が課題解決となってい

ます。 

組合内で相談をしています。 



162 表面処理業に属する弊社の立地

環境は世界有数の眼鏡産地です

が、眼鏡の受託加工は数量にむら

があり、生産に季節性があるなど

極めて生産管理がしにくい業種

でした。弊社の前身は眼鏡メーカ

ーの一事業部でしたが独立した

ときに眼鏡以外からしか受注し

ないという方針でスタートしま

した。そして従来の金属に対する

処理というイメージを覆すチャ

レンジの連続でプラスチックを

はじめガラス、陶磁器、果ては紙

や布、木材に至るまで気体、液体

以外なら何でもめっきしますと

いう独特の真空加工技術を確立

しました。 

弊社が行う独自の処理は本来か

なりの高温がかかる加工法で

す。しかし最初の取り組んだ眼

鏡は金属加工工程で組成を変え

て強度を保つ商品であったため

高温をかけると金属がなまって

しまい商品にならないという宿

命を持っていました。そのため

弊社は最初から低温加工を指向

したのです。 

その行き着く先がプラスチッ

ク、ゴムなどの処理を可能とす

る現在の弊社の技術へとつなが

ったのです。 

業界横断的に総合的な技術視

野を有するアドバイザーが常

駐する機関が近在にあると非

常に頼りになると思います。 

163 人材確保 中途採用に積極的に取り組んだ 人材銀行の様な支援組織 

164 装置産業の為１ラインの導入に

億のお金がかかり常に借入状況

が、ただ設備の 

導入には必ず管理をする人がい

ないと円滑な稼働ができない、そ

の人を集めるのに常に苦労をし

ている。一歩先行く技術、従来や

っていない技術を軌道に乗せる

のには苦労は付き物と思ってや

ってきた。 

また他地域進出の際には、災害に

強い工場を作ろうと工場団地で

はなく、自分の目で見て丘陵地を

削り岩盤の上に工場を作った（震

災でも被害はゼロ）。 

昨年末から今年８月にかけて工

場で設備投資を行ったが、フル

稼働には３年はかかると思った

先行投資だったが、幸運にも２

０２１年秋にはフル稼働に持っ

て行ける受注がありコロナ禍で

も思い切って実行して良かった

と思っている。 

あまり相談は持ち掛けていな

いが、補助金絡みの時は企業支

援財団等にお知恵をお借りす

ることがある。 

165 人材が中小企業では思うように

採用する事は出来ない、従って先

ずは、現状の生産性を上げなけれ

ば、納期遅れが常習化し、業績に

影響しかねない状態になると感

じて為 

現状の見える化、先ずは長年思

うように進まなかった5Ｓに注

力し用途考え、中小機構の専門

家派遣制度を活用して活動を実

施、その過程で様々な課題が出

てきて、その度に中小機構に相

談し、援助を頂いた。 

これまでは、県の産業活性化セ

ンターとか中小機構近畿に相

談しています。 

166 ブランド力が弱い 最新の製作機械を導入して作業

効率を上げる。できた時間で製

品の改良を行うことができた。 

特にない 

167 大きい会社でない中で、客先、メ

ーカー、金融機関等々の信頼を得

ること。新たな道を開く情報収

集。 

とにかくコツコツと実績を積み

重ねていくこと。面白いと思う

ことはまず参加してみる。現在

も行っていることもあります

が、継続していないことでも忘

れた頃に何かしらの糧として活

きることや、繋がりとなって戻

ってくる事が多い 

認定支援機関の信用金庫、コン

サルの中小企業診断士 

168 人財育成、技術継承 人間力を磨く人財育成の継続 経営研究会 

169 自社製品である環境測定器には

日本国内で何の規格も無く、専ら

自主管理計器としてしか活用さ

れていない。一方、海外へ輸出を

しようにも相手国の入札では何

の認証を持っているかが条件に

なっており、海外販売が出来なか

った。また、日本の大気汚染防止

法にも活用出来ず、市場を拡大す

その様な中、新市場創造型標準

化制度に採択されたことを切っ

掛けとして日本国内でJIS 

B7996,JIS B7997群を作成出来た

ことから、今後の海外展開のみ

ならず、国内でも環境省への働

き掛けをする上での規格ができ

た。今後は大気汚染防止法への

適用を視野に入れた活動を行う

INPIT知財総合支援窓口、今後

は産環協などの中立機関や弁

理士事務所。 



ることが出来ない。 ことで市場を拡大し、当社の販

売に弾みがつくことを期待して

いる。 

170 法的な問題が確立していない中、

被災地支援などの実績を上げる

為、地元自治体等の理解に苦労し

た。 

内閣府防災担当を中心に国交省

や厚生労働省の理解と支援を受

けた。 

新産業育成や規制緩和又は法

的な西部が出来る窓口が欲し

い。 

171 ブランド力が弱い 最新の製作機械を導入して作業

効率を上げる。できた時間で製

品の改良を行うことができた。 

特にない 

172 国内各地域さまざまな山地があ

り、それぞれ特徴を持つ木材が育

っている。自社は県で飫肥杉の産

地である。この杉の特徴を活かし

独自の加工技術で商品化を目指

す。杉の表面は他の木に比べ柔ら

かく傷つきやすく、床材であるフ

ローリングには利用されにくか

った。何とか利用してもらうには

木の表面を硬くし、それ以外は素

材の木の柔らかさを残し、クッシ

ョンのあるフローリングと赤身

を活かし高耐久のフローリング

を完成させなければならない等、

他社との差別化を図りながら商

品開発が必要。 

  試験等を行い、杉の特徴を調

査。県木材利用技術センター。 

173 業界内での知名度について 売上増加により知名度のアップ 取引メイン行 

174 元々、弊社は区内で製造を行って

きました。また、区の仲間と協業

して精密板金の一貫生産をして

きました。しかし、事業拡大、機

械の大型化、により拡張できる土

地や建物の取得問題、近隣の住宅

化による騒音、振動の問題に悩ま

され、他県に工場を移転します。

これにより音と振動問題、地価の

安いことによる拡張性といった

ことは解決します。だが、工場の

周辺は農業振興区域で区のよう

な工業集積は無かった。そのた

め、後処理である塗装や鍍金をや

ってもらうのに、先代自らトラッ

クにて運んで顧客満足を支えて

いました。 

上記に続く 失われた20年のな

か、更に当区は住宅化が進み、

時価も上がり坪150万円と聞き

ます。工場の周辺の地価は約1万

円前後、1/150になります。 

弊社はこの有利な環境を最大限

利用し工場の拡張、鍛圧機械メ

ーカとパートナー契約をし本業

の板金部門の自動化を行いま

す。機械はどんどん大型化し1ラ

インで150坪必要な物もありま

す。しかし、バリューチェンで

ある、塗装や外注先は未だに解

決せずリードタイム、運送コス

トなど課題が山積していまし

た。これを解決してくれたのが、

区の仲間のネットワークであ

る。不景気により、会社を縮小、

廃業する会社の職人や経営者を

助け、協力してもらうことで、

工場に区の技術を移転していき

ます。海外勤務ではなく、単身

赴任で週末は自宅で過ごせるこ

とは大変喜ばれました。これに

より、工場に板金設計、プレス、

板金、塗装、組立の技術移転が

でき、この総称をミニ区と呼ん

でいる。本件は経済産業省主催

表彰事業や経済白書にも掲載さ

れている。 

金融機関 信用金庫、日本政策

金融公庫、 

区の工業協同組合や工業連合

会、金属プレス工業会 

中小企業振興公社 



175 以前より他サービスとの連携度

を深める必要性を感じておりま

した。実現のためには、具体的な

連携手法を含め、連携元、連携先

双方での開発及び運用構築が必

要でありましたのでその部分は

高いハードルであったと思いま

す。 

介護施設と薬局の連携部分につ

いて新連携事業として採択頂

き、連携先企業と密に内容を詰

めることができたと感じており

ます。また実現方法の具体化に

は時間を要しましたが、双方で

必要性を強く感じていたことを

含め、解決への道筋は試行錯誤

に尽きる部分もありますが、課

題解決へのステップを段階的に

設けたことも乗り越えるきっか

けになったと思います。 

技術面につきましては、どうし

ても専門的な知識が必要とな

りますので、開発ベンダーのご

担当者の方々、またプロジェク

トの進め方につきましては、経

済産業局・中小機構のご担当者

の方々・連携企業のご担当者の

方々のご協力により実現に至

ることができたと考えており

ます。 

176 国内市場が飽和状態の中で、海外

販売に活路を求めました。しか

し、税制や、販売制度の違い。言

葉や習慣の壁。何より、「その国

に認知されてない酒」を売ること

は、ともかく大変でした。 

商品単品でなく、地域の風土や

企業のストーリーを一緒に伝え

るようにしました。「お酒は国

の文化」であることを再認し、

日本食との相性を伝えること

で、顧客に商品の特徴が伝わり

ました。 

JETORO様には、色々な場面でご

相談させていただき、お世話に

なりました。また、国策が「海

外販売強化」になったことで、

国税局の方々にもサポートを

いただきました。 

177 金型プレートの高精度化に伴い、

導入の機械精度だけではなく環

境等の外部要因の影響が大きか

ったこと 

試行錯誤 なし 

178 畜産業ならではの、労力・労働時

間等の軽減、さらに事業として繋

げる事が課題の一つであった。飼

養頭数を増やすだけでは経営が

ままならず利益が残らない状況

が続いた。又、若者の雇用に関し

ての人材育成、働きやすい環境を

整える必要性があった。 

企業成長するために法人化し、6

次産業化を取り入れ新商品の開

発、SNS等のネット販路先の確

保、国内だけでの需要ではなく

海外へ販路先を求め、法人設立

と店舗出店を行ってきた。また、

「働き方改革」の実践により職

場環境の整備、多彩な人材確保、

意識改革に積極的に取り組んだ

結果、「離職率の低下」や一人

ひとりが仕事に対し、責任ある

行動をとるようになる。さらに

農福連携や耕畜連携など「地域

とともに循環型農業」を取り入

れるようになり、情報交換や研

修会の実施（事業経営の伝授）

による地域一帯のレベルアップ

に貢献。その他の取り組みとし

て、企業成長とともに法人とし

ての基盤整備するために各行政

（県庁、振興局、役場、農政局、

中小機構、農研機構等）に様々

な支援を頂くことにより、企業

成長をすることに繋がった。 

県サポートセンター（行政機関

等）を通じて、各支援を頂き「実

施計画書」「経営管理」「HACCP

等の衛生管理」などの支援を頂

くことにより担当事務員のレ

ベルアップが企業成長にも繋

がった。 

179 （中国への進出）国内とは生活ス

タイルや習慣が全く異なる環境

下で、現地（中国）でのニーズ（品

質、コスト、納期）に対応できる

製品をいかに提案していくかを

検討するのに結構な時間を要し

ました。 

まずは、信頼のおける国内の弊

社取引先事業者で勤務する中国

国籍の方を総経理として弊社に

採用しました。 

その方がもつ中国国内での人脈

及び行政機関へのパイプを活か

し、尚且つ、弊社の製造技術、

リードタイム、高品質さを幾度

も提案していくことで、現地大

手企業の関連会社と提携・調印

に結びつけることができまし

た。 

現地の法規（労務、税務、その

他）等の認識が薄かった為、海

外の法規に精通された弁護士

や税理士等の専門家に依頼し

助言を頂きました。 

180 生産性向上と技術継承 社内でIoT化推進室を立ち上げ、

IT分野にリソースをシフトした 

産業活性化協会へ相談してい

る 



181 自社独自製品に必須の消耗品を

自社で生産できず、他社に生産を

依存しているという課題。 

ものづくり補助金などを活用し

て、消耗品の生産を手掛けるこ

とにした。重要なノウハウの流

出を軽減できるようになる見込

み。 

メインの信用金庫 

182 ISO9001:2015 品質マネジメン

トシステムにより、弊社は下記の

リスクに取り組んでおります。①

技術者の高齢化と熟練技術の継

承 ②ヒューマンエラー 

高性能設備の導入による自動化

や多能工の育成等を実施し、リ

スク対応策として取り組んでお

ります。 

公的機関からの人材募集・助成

金・セミナー等を活用させて頂

き、高性能設備の導入やIOT・

AIの活用等でリスクを軽減し、

機会への取り組みを強化し、社

会に貢献して参ります。 

183 ＊新技術の習得及び品質の管理

水準の向上 

＊人材確保と人材育成 

＊顧客の困り事を含め、あらゆ

る要求事項に応える姿勢 

＊要求事項に沿った設備投資 

（営業及びWEB広告）総合研究

所  

184 弊社には中間層が少なくベテラ

ンの技術を新人作業者に、いかに

早く習得させるかが、課題となっ

ていた。ベテラン作業者は、加工

状態の良否を長年のカンに頼っ

ていた。ベテラン作業者のカンを

短時間で新人に習得させるのは

非常に難しかった。 

県産業技術センターに相談した

ところ、ベテラン技術者の加工

の良否判断の基準を「見える化」

する手法の提案を受けた。各種

センサーを活用して、加工状態

の「見える化」に成功した。こ

れを基にして、新人作業者でも

加工状態がわかりやすい指標を

みることによって、良否判断の

材料とし技術の習得を促進する

ことができた。 

上記の通り、県の産業技術セン

ターに相談させていただいて

います。産業技術センターのよ

うな技術的な支援を単発では

なく定期的に行っていただけ

る機関があると助かります。専

門家派遣のような単発的な支

援では、今回のような成果は得

られなかったと思います。 

185 同業者と共感・共有する“しく

み”を作るための話し合い 

大分に無い設備投資だけでな

く、面倒くさい儲けが少ない事

業に取り組んだこと 

特にありません 

186 弊社が取り組んだ「普及実証事

業」は2度目の応札でようやく採

択されました。当時でも20件の募

集にに100社前後の申し込みがあ

る狭き門で、審査も殆ど企画書の

書類選考なので、自社提案の新興

国に対する有用性や将来性、更に

弊社にとっての事業計画を書類

上に如何に表現するか大変苦労

しました。 

ベトナム進出と言う課題そのも

のには依然から取り組んでお

り、自社内のベトナム人技術社

員の繋がりで何社かビジネスパ

ートナーの候補企業とコンタク

トが進んでいました。また、そ

の内の1社が弊社のプロジェク

トのカウンターパートとなった

ハイテクパーク(ベトナムのハ

イテク産業向け国営工業団地)

との橋渡しになりました。1回目

の応札で不採択の理由になった

のはプロジェクトの事業計画で

す。当初の目論見は技術者育成

用の教育訓練ロボットシステム

を現地で販売する事だったので

すが、「教材分野だけで、ベト

ナムに進出して独自のビジネス

が展開できるだけの市場性があ

るのか？」と言う審査側の課題

提起を乗り越える事が出来ませ

んでした。そこで2回目の応札で

は、カウンターパートを工業系

大学からハイテクパークトレー

ニングセンター(団地の下部機

関で主にテナント企業の訓練委

託に対応)に切替、事業計画も

「システムの販売」から「教材

システムを用いた訓練活動をプ

ロモーションの一環として、一

般企業の顧客並びに需要を開拓

する」方向に転換しました。1回

目の企画書では教育研究機関と

支援機関はズバリJICAです。公

募並びに審査もJICAですが、審

査自体は非公開の外部人材中

心との事ですので、主に公募す

る窓口の方が日常的に相談に

乗って頂けます。また本制度は

「ニーズ調査」「案件化調査」

等を通じ、現地のカウンターパ

ートの候補となる機関と事前

に合議を結んでおく必要があ

ります。応募前のカウンターパ

ートの候補機関の紹介や政

治・経済の情報提供など、現地

のJICA事務所にも応札前から

お世話になりました。 



言う非常に限られたマーケット

のレンジが、2回目で一気に民間

企業に拡がった事が採択された

理由と考えています。 

187 多品種少量受注生産しているの

でお客様の受注内容や工場内の

製品や作業者の状況が全体を把

握できなかった。 

生産管理システムとカイゼンカ

メラシステムを融合して開発

し、どのような受注が入ってい

るかが把握できるとともに、い

つ・どこで・誰が・どのように

（カメラによる記録も含む）生

産したかもわかるようになっ

た。また、多品種少量対応スケ

ジューラーを開発し工場全体の

今後の動きがわかるとともに、

作業者一人一人が自分の仕事の

今後の動きがわかるようにな

り、打合せ時間の削減と作業段

取りの効率化が図られ生産性が

向上した。 

  

188 人口減少に伴う担い手不足、経済

規模の縮小による経営の継続性

を勘案みて、当社が得意とするイ

ンフラ整備に係る製作は国内の

みならず海外でも活用できる。海

外市場へと展開していくための

市場開拓に苦慮しました。 

JICAの支援事業や、経済特区で

の工場建設等、最新の情報を得

ることが事業展開への足掛かり

になりました。 

  

189 建設業の、現場の職人ともなると

「きつい (Kitsui) 」「汚い 

(Kitanai) 」「危険 (Kiken) 」

といった3K職場（さんケイしょく

ば）と言われることもあり、若者

には敬遠されていることは周知

の事実です。まずはそこを覆す必

要がありあました。 

まずは働き手の確保です。社長

自らがパンフレットを作り、圏

内の高校を回りました。それか

ら労働環境の改善です。今まで

工事はすべて下請けにお願いし

ており、労働環境の管理が外部

任せになっていました。職人を

社員として採用する事で、法定

労働時間の管理や、休日出勤・

時間外労働への手当て、福利厚

生面で安心してもらえる労働環

境を準備しました。 

施工部門では多くの社員が高

校を卒業したばかりで入社し

ており、それぞれ内面も未熟な

事が多いです。そのため、現場

の教育係でリーダーとは別に、

２～３名に一人、工事部門の中

堅社員が「援助役」として関わ

っています（会社の申請業務を

教えたり、業務連絡を行ってお

り、相談に乗ることも多いで

す）。また産業医からも年に数

回意見をもらい、「エアコン世

代の夏場の対策」など対策も行

っています。 

 

 



2.受賞について 

『「はばたく中小企業300社」受賞後にどのような変化がありましたか？ 』 

No. 「はばたく中小企業300社」受賞後にどのような変化がありましたか？ 

1 未だ発表していないので変化はないが、発表後は反響が大きいと思う。 

2 特段まだ行かせていない 

3 今のところ変化なし 

4 名刺に記載し社外にアピールでき、社員のモチベーションが向上している 

5 社員のモチベーションは上がりました。営業や商談へはこれからだと思います。積極的に受賞歴を発

信して行きたいと思います。 

6 受賞内容を知らされていない 何で受賞したのかすら 何も知らされていない 答えようがない 

7 特になし 

8 大手主催の就職フェアへの参加依頼 

9 特に変化なし 

10 社員のモチベーションが上がった。感謝状がまだないので広報活動は今後。 

11 今期は自治体の事業から県知事賞を受賞したことと相まって社員のモチベーションがあがりました。 

12 まだ目立った変化はありませんが、Google Analyticsのアクセス分析では、133％と30％以上のアクセ

スのアップが実現しております。 

これは今後大きな影響をもたらすと感じております。 

13 世界初機能商品の世界的セールストークが出来、品質信頼性を顧客より得られたこと。 

14 新聞社の取材が一件。営業にはこれから用いる予定。新聞掲載なれば、社員のモチベーションも上が

ると思われる。 

15 取材や問い合わせはまだありません。プレスリリースは実施予定ですが、記念品等がまだ届かないた

め記念写真を撮ってリリースする、というようなことができておりません。 

16 大手ゼネコン、金融機関などからの評価があがった。また社内でも明るいニュースとして担当してい

る職員のモチベーションがあがった。 

17 人数の少ない中小企業ですが、自分達の行動が認められたということでモチベーションが上がってお

ります。 

コロナ禍で売上やモチベーションが上げにくい中でいいニュースとなりました。 

18 今のところ特にございません。 

19 市役所等に報告プレス等を出してみましたが、まだまだ当地域では本制度の認知率が高くないため反

応はなく、大きな変化はない状況です。ただ、当社と致しましてはみんなで取り組んだ内容を評価し

ていただけたことを嬉しく感じております。 

20 会社としての信用度の向上、社員のモチベーションの向上等に効果がでています。 

21 社会の公器としての責任をより感じるようになった。地域からも信頼してもらえるようなあり方を目

指す上での意識が高くなった。銀行等支援機関からの信頼も高まったように感じます。 

22 地方の中小企業にとっては現在の最大の問題は人材募集です。その際になにかＰＲできる材料として

は「はばたく中小企業」を有効に活用したいと思います。まだ発表後間もなく、またコロナ禍により

営業を積極的に欠ける状況ではないため、営業や商談への活用はできておりませんが、ＨＰ等を利用

して今後アピールにつなげていきたいと考えております。 

23 特に何も連絡がありません。PR不足やプレスリリースがないと誰も認識がない 

24 今の所はあまり変化はありませんが、今後営業、商談に活用したいと思います。 

25 現段階では特に変化はありません。 

26 ない 

27 登記先の認知度アップ 

28 営業活用等行っているが、現時点では具体的な効果が見えていない。今後出てくるものと予想。 

29 社員に受賞したことを伝えており、モチベーションアップにつながることを期待しています。 

30 社員のモチベーションが上がりました。 

表彰式に参加できなかったことについては社員一同残念な思いでした。 

31 数社からお祝いの言葉をいただいた。 

11/24現在では目立った変化はないが、授賞の品が届いたらホームページなどで宣伝をしたい。 

32 今のところ、積極的に宣伝をしていないこともあり大きな変化は感じておりません。 

33 社員のモチベーションが上がったと思う。取材等の問い合わせは今のところない。今後、受賞が会社

の信用力アップになると思うので商談に活かしていきたい。 



34 現時点で全社員に周知していないため、まだ分かりませんが、私個人としては、模範的な中小企業が

表彰されるという事で、大変嬉しく思っております。 

35 まだ、いただいて一週間です。 

36 まだ、ない 

37 今のところ変化はありません。 

38 コロナ禍の中、受賞を広報できず、賞状も12月中旬との事ですので、届いてからの広報になる予定。

様々な事情があるとは考えますが、賞状は早く頂きたかった 

39 取引先から、お祝いの連絡があった 

40 周囲の企業より認知され評価された 

41 変化はありません。 

42 発表が直近ゆえ主だった効果は無し 

43 取材や受賞の問い合わせ、市のホームページ掲載など、社員のモチベーションアップにつながってい

ます。 

44 新聞に掲載していただいたおかげで、お祝いの電話をいただいたり、祝電をいただいたり、工場見学

に見えたお客様が入り口の賞状、楯を写真に収めたり、社員の意識向上につながり、皆、いきいきと

働いています。 

45 ホームページより取材・動画作成・HP作成等は数社ありました。今のところ見送っております。 

46 ブランド力向上、認知向上、仕入れ先知名度向上 

47 今のところ目立った変化はありません。 

48 特に反応はありませんでした 

49 現状大きな変化は有りませんが、社員のモチベーションアップには成ったと思います。 

50 社員のモチベーションアップと顧客へのアピールができる。差別化できる。 

51 各方面から祝辞を頂き、社員のモチベーションが上がりました。私は、以前別会社で元気なモノづく

り300社を頂きましたが、今回は当社の代表取締役として頂くことが出来ました。賞状等が有れば市長

に報告に伺い、新聞で報道して頂く予定です。 

52 取引先からの信用が向上しました。特に金融機関様からは、受賞をきっかけに取組支援などの声を頂

いております。 

53 現時点で問合わせは増えておりませんがメディアからの取材要請が来ております。 

54 会議や朝礼等で受賞についての報告を社員に行った。今後ホームページや社内報などでも社内外に告

知していく予定です。 

55 区の金融機関から会社訪問を受けた 

56 自治体の中でも本件をきっかけにして意見を聞かれたり、ビジネスマッチングの誘いを受けた。 

57 金融機関の印象が向上し、融資が受けやすくなった。 

58 多くの取引先から問い合わせがありました。 

59 今期はコロナ禍で、社内に良いニュースがなかったので、社員が喜んでくれた。 

60 現時点では特にない。 

61 取り組みが評価されたことで、社員の意識が向上した。 

62 表彰状、ロゴマーク等宣伝できるものがないので公表方法がよくわからない 

63 今のところ、新型コロナウイルス感染症による自粛の影響により表彰状も頂いて居りませんので、当

社からの広報活動も出来ておりません。 

64 商工会議所から会報の記事にしていただいた 

65 まだ、発表されたばかりで、大きな変化はない。ただ、はばたく中小企業300社の認知度が低い気がす

る。認知度を上げていただければ、社内的なインパクトも大きいと思う。 

66 社員と共有する事で社員のやる気にも繋がっております。 

67 まだ受賞したとこなので実感はないですが社員の意識は変わりました。 

68 社員のモチベーションが上がった。 

営業や商談の際、話題にあがった。 

69 取材や問い合わせが増え、社員のモチベーションが上がった。今後、営業や商談に活用していきたい。 

70 お客様からお祝いのお言葉を頂戴したり、社員のモチベーションが上がりました。 

71 取材の機会が多少増えた。新たな商談などにはまだ繋がってない。 

72 金融機関の方々から、ご祝辞をいただきました。 

73 ・お取引先の方々から受賞について、お褒めの言葉をいただいた。 



74 企業価値が上がり制度資金の特別枠の案内も頂けた 

75 まだ特段ないです。 

76 受賞して日が浅いので 具体的な変化はまだないが 今後、自社のPR等に活用したいと考えます。 

77 お祝いの言葉を沢山いただきましたが、現時点で大きな変化は感じていません。 

現在、ある補助金の申請をしています。本当は明日が締め切りなのですが、申請用のサイト登録を本

日時点でしていただけていません。 こうしば場面でも優遇措置などあれば嬉しいですが、申請され

る方達全員に平等ではないのでよろしくはないですね。 

78 まだ、時間が経過していないので変化は感じていない 

79 タイミングが遅すぎなのと、ニュース記事には代表者3名ばかりが名前が載っているため、PRはあまり

できていない。 

80 対外的には今のところ特に変化はないが、従業員の意識向上に寄与している部分はある。 

81 まだ、変化はありません。実際賞状や盾などが届けば実感が出そうな感じはします。 

82 今のところ特になし 

83 本格的な反響はまだこれからですが、取材の依頼も受けていますし、今後、今回の受賞を営業面でも

活用していきたいと考えています。 

84 取材や問い合わせが増えた。 

85 受賞できた事は、光栄で誇らし気持ちですが、受賞の実感は、まだ無いです。コロナの影響で式が無

かった事が、大きいです。受賞した事で 自分たちが行ってきた事が 評価され 社員のモチベーシ

ョンが上がりました。 

86 経営者自身のモチベーション・会社全体のモチベーションも上がっています。 

地域の取材がありました。営業や商談は今後に影響は出てくと思います。 

弊社がこの10年間やってきたことが認めらて嬉しく感じています。 

87 社員のモチベーションには多大な効果があった。 

商談への活用、取引業者の信用増大など。 

88 現時点では大きな変化を感じていないが、営業会議で受賞の件を伝えると、社員が非常に喜んでおり、

受賞商品の魅力を再認識して営業に前向きになる社員も出てきた。 

89 まだ発表されてから日が浅く、大きな反響はない 

90 今のところ特にありません 

91 受賞後の主な変化は社員のモチベーションの向上です。全国で300社しか選ばれない企業に認定された

ことで、今まで取り組んできた取り組みは間違いではないといった肯定感によってより自信をもって

仕事に取り組む姿勢が見受けられるようになりました。 

92 取材や商談はまだ具体的にありません。社員のモチベーションは上がったと思います。 

93 取材の問い合わせが増えた、商談に活用できた。社内でも新たな取り組みを開始した（FSSC22000取得

に向けて取り組み中） 

94 現時点では反響はない。 

95 取材や問い合わせが増え、地域の商工会や商工会議所への冊子の掲載が決まった。営業や商談の中で

相手を説得する一つの武器になった。社員のモチベーションが向上した。 

96 ・現状は、変化ございません。 

97 今後、社員の更なるモチベーション向上を期待しています 

98 社員の意識改革につながったと思います。 

99 取材が増え、社員のモチベーションが上がった 

100 地域社会及び業界内での注目度がアップし、関連する広報誌等から取材・問い合わせが増えた。また、

営業先での商談に活用でき、社員のモチベーションも上がった。 

101 社員がこの賞のすごさを理解できずにいたので、外部の人に話をしてもらいました。 

102 複数の関連企業様に認知いただき、お祝いを頂きました。あんた営業活動の中で日本を代表する会社

の一社に選出いただいたことを活用しております。 

103 公の発表までは、オープンにしない事というご指示を遵守しておりましたので、変化はこれからだと

思います。社内報や企業PRの際に今後活用させて頂く所存です。 

104 問い合わせが増えました。営業のツールとしては、ホームページに盛り込むなどして、これからPRい

ていこうと考えています。 

105 何人かからご祝辞をいただきました。また社員のモチベーションも上がっているかと思います。 

106 地方銀行と弊社総務部門との間で、受賞が話題になった。また、地方紙の電話取材を受け、翌日の記

事に掲載された。 

107 数件の問い合わせがありました。 



108 【自信になった】 

「自社が進めてきたこと」「自社が組み立ててきたもの」を評価頂いたことで、自身が増して、さら

に前を向くための自信になっているというのが素直な気持ちです。 

 他の認定機関や顧客に対しても、今回の受賞についてお話する機会がございまして、先方様に対し

ても、安心、信頼していただけておりますので大変嬉しく感じております。 

109 新聞社から取材依頼があった 

110 取材、問い合わせなどはありませんが、従業員のモチベーションは気持ちよく上がりました。 

111 経営方針がより理解されやすくなった。 

社員のモチベーションが上がった。 

112 現在のところ大きな変化は御座いません。WEBによる受賞連絡により感謝状や記念品などが手元に届い

ておらず、直近の新型コロナ感染拡大の影響により、社内外へのPRが今一つの状態です。 

113 この時節でも新規取引先が増えており、今回受賞したことで、相手先の信頼感の向上に繋がっていま

す。 

114 まだ変化は見られません。 

115 さっそく雑誌、新聞、テレビ局の取材があり、弊社の広報PR活動につながっている。 

116 ・「はばたく中小企業300社」の受賞のおかげで自信につながり令和3年度の県もの作りフェアーに初

めて出展します。 

初めてのことなので不安がありましたが、外部からのサポートを得ることができ着々と進んでいます。

（補助金の活用も商工会から案内があった。） 

・社員一同これからどのよう変化が必要になっていくか、未来にむっかて動き始めている。（難削材

の加工に積極的に挑戦している。） 

・ホームページの閲覧回数が確実に増えている。受賞して後 

117 メディアや市担当者に認知いただいた。 

118 年末年始における挨拶などに受賞をさせて頂いた自社のアピールを行うことで営業や商談に活用する

予定です。現時点では少数ではありますが、問合せも来ており、今後は認知度や評判が上がっていく

ものと思われます。 

119 自社の特徴を改めて感じることができました。 

120 取引先や金融機関からの評価が高まり、新たな商談にも活用できております。企業としての価値が高

まったと感じております。 

121 最近話題の自治体ですので、現状での話題は新型コロナウイルス一色です。しかし放置が続くHPの更

新や動画制作などの手が回らなかった業務を進めております。 

122 取引先からの問い合わせと地元新聞に掲載され、知名度が上がった 

123 新聞記事に掲載予定である 

124 受賞後といわれても、まだ公開してから日が浅く変化は感じられません。 

125 これからです。 

126 まだ受賞証明が手元にないため社内及び関係者にのみ口頭及び自社WEBで伝えている。本日現在、とて

も営業や商談に使える段階ではない。地元自治体の区長への報告会が実施されたが、受賞証明を区長

に提示することもできず大変に残念であった。 

127 SNSでプレスリリースしたところ反響が多かったです。これをきっかけに疎遠になっていたお客様等へ

の認知を再度できると考えます 

128 別に何の反応もありません。 

マスコミ、等々。 

129 社員は自社の対外的な評価を認識する機会がほとんどない為、改めて社歴の長さと諸先輩の努力によ

って築き上げてきたブランド力を認知出来ました。 

130 まだ、実感はありませんが、農商工連携事業認定・地域未来牽引企業認定を受け、取組んでいる新事

業の販売店契約を進めており、自治体の協力を得ながら全国へ向け、営業・商談共にこれから伸びて

いくと確信しております。また、全社体制での取組みを意識して受賞した事に対する自信と誇りを再

確認しながら、前に進んでいくよう取り組んでおります。これから1年間を集中的に意識改革に費やし

たいと考えております。 

131 特にございません 

132 特になし 

133 いまのところあまり変化なし 

134 特別なし。 

135 賞状等、何も入手出来ていないので、ＨＰにも掲載しておらず、何も変化なし。 

136 DMがくる。 



137 取引先銀行の評価が高まった 

138 今のところ、特にありません。 

コロナの影響でしょうか？例年であれば地元紙には載るのですがそれも無いです。これからではない

かと思われます。 

139 取材依頼がありました。 

140 広告（新聞・サイト）からの依頼があった。社員のモチベーションが上がった。 

141 コロナの影響で情報発信しても伝わり切れていない。 

142 社員のモチベーションが上がりました。 

143 対外的には、まだ変化が見えない。社内では、モチベーションがアップしました 

144 HPに掲載をした為、イメージアップに繋がっていると考える。 

145 今のところ変化はありません。今後出てくる可能性があります。 

146 社内にはまだ公表していない 

賞状と盾が来たら公表する、HPにも。 

147 内外からのお祝いの言葉や信頼向上につながったかと思います。 

148 何しろ、発表が遅いし賞状を送ってくるのも遅いので効果が発揮できていない。せめて賞状だけでも

すぐに送れないものでしょうか。ＳＮＳが重要な時代にエビデンスがない写真ではインパクトがなく

賞状がきてからしかアップ出来ない。 

149 一番変化があったのは、社員のモチベーションがあがったことです。 

150 今のところ、社員のモチベーションアップアップくらいになります。 

151 特に変化はありません。 

152 受賞した証書などがないと公表しにくい。早く送って欲しい。 

153 新聞、ケーブルテレビなどの取材があった。お客様もコロナ禍ではあるがたくさん来て頂いている。

社員もモチベーションは上がった 

154 専門誌である日刊工業新聞社系列ダイカスト新聞に取り上げられたり、金融機関からの賞賛の声はあ

りました。業界的にも取得している会社は少なく、これを気に業界が盛り上がってくれればと考えて

おります。社員のモチベーションは賞の受賞よりも現実の自分への見返りなので、まだまだだと考え

ています。 

155 受賞により当然の如く社員のモチベーションが上昇。本社所在地の市長に表敬訪問を行い、併せて７

月豪雨災害支援として寄附を行い。各方面より御祝の連絡を受けた。 

156 自社でこのような商品を販売していると他の介護関係者へ案内できる。 

157 社員のモチベーションが上がった 

158 特にない 

159 少しですが、取材が増えました。 

160 小さな記事が新聞に出ましたが、これを見た人から連絡をもらうことが増えマスメディアの力を感じ

ています。ホームページにも掲載し有効に活用させていただくようにいたします。 

161 まだ変化は無いが、これを機に更に大きな舞台に羽ばたいて行けるようにする 

162 現在従業員には受賞の話を朝礼等でしたが賞状がないのでいまいち・・・。 

まだ商談等には反映していないが新聞社からは広告の話は入って来ている。 

163 本年は、コロナ禍で表彰式も無かったことでメディアでの取上が少なかった影響で営業面では特に変

化はありません。社員のモチベーションもそんなに大きな変化は感じられません。 

164 特にない 

165 社員が自分たちの行ってきたことが国が認めてくれたと言うことで、モチベーションの向上に繋がっ

ています。 

166 一緒に働く仲間（社員）の自身、モチベーションUPになります！ 

167 未だ実感せず。（表彰状を頂いたら変化があるかもしれません。） 

168 ２０１９年の台風１９号被災し、会社の立て直しが出来たのが本年７月、その後の受賞と重なり社員

のモチベーションが上がった事や入社希望者が増加しました。 

169 特にない 

170 未だ変化は見られない。 

171 ＨＰ等で受賞記載、コロナでまだ営業等変化見えず。 

172 まだ、大きなアクションはないが、今後求人関係やプレスリリースをし 

地域での知名度の向上、更なる発展に向けて頑張っていきたいと考えます。 

173 受賞間もないですので、営業や商談への活用についてはこれからの段階にはなりますが、社員のモチ

ベーションを高めることにつながっていると感じております。 



174 社員のモチベーションが上がった 

175 まずは、議員や行政の方々からご連絡をいただき、そこから顧客にも広がって、商談の際の話題にし

ていただいております。社員のモチベーションにも良い影響がありました。 

176 式典がなく実感がない 

177 今回の賞を頂くことにより、個人レベルでの従業員（パート・アルバイトを含む）の仕事に対する責

任ある取り組みの変化がみられ、コロナ状況ではありながら売上を伸ばせている要因の一つとなって

いる。今後もこの「はばたく中小企業300社」の名誉に恥じぬよう従業員一同で社会貢献も含め企業成

長していきたいと思っております。 

178 営業、商談の中で、話題の一つに取り上げられるようになった。 

新卒採用（大卒）ツールとして活かすことができました。（学生さんに関心を持たれる企業になった。） 

179 授賞の模様を社員へ伝えた。これまで頑張りが報われたという気持ちになれた 

180 まだ、賞状も、楯も届いていないので、外部公表ができていない。 

181 「はばたく中小企業300社」に受賞したことを内外にPRすることで、社員のモチベーションを向上させ

ていき、より品質の良い製品を社会に提供して参ります。 

182 社員のモチベーションと自覚が上がりました。 

183 地域誌の取材が増えました。 

184 変化ありません 

185 弊社が加盟する商工会議所のコーディネーターの方から祝辞と、受賞に至るまでの経過などに質問が

ありました。一般企業関係者からの反応はまだありませんが、企業支援をされる立場の方は本制度に

ついて関心が高い事を感じました。 

186 日本経済新聞社の取材を受けました。銀行の取締役の方がお祝いに来社されました。 

187 取材や問い合わせ時に話で出ることが増えました。 

188 大きな賞をいただいた事で、お付き合いのある会社さまからもお声を掛けていただき、今まで取り組

んできたことが認められつつあることで自信が深まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



3.最低賃金について 

『現在最低賃金で従業員を雇用していますか？』 

 有効回答数：193社 

 

 はい（最低賃金で雇用している） 

30社（15.5％） 

 いいえ（最低賃金を上回る額で雇用している） 

156社（80.8％） 

 その他（自由回答） 

  ・アルバイトの清掃社員のみ最低賃金 

  ・技術部門なので、わからない 

・技能実習生は慣例通り最低賃金に雇用しているが、その他の従業員に関しては 

すべて最低賃金以上の雇用している。 

・最低賃金+30円 

・設問の意味がよくわかりません 

・日本人は「いいえ」、海外実習生は3年までは最低賃金です。 

・能力等に賃金を決定しているので、色々な人がいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3.最低賃金について 

『日本の最低賃金は低いという意見がありますが、これについてはどのように考えますか？ 』 

No. 日本の最低賃金は低いという意見がありますが、これについてはどのように考えます

か？ 

1 デフレ経済の中、必ずしも低いとは思わない。 

2 回答なし 

3 世界的に見ると低いと思う。 

4 能力に応じて払えばいい、最低賃金は目安として必要 

5 低いと思います。特に技術を伴う専門職は職能給をしっかりと見直した方が良いと思います。 

6 妥当である。 儲けが変わらないのに 最低賃金を上げられても困る 最低賃金であるための仕事内

容と把握している 打開したければ能力か体力をつぎ込むべきであると考える 

7 個人的見解ではあるが、最低賃金付近でお仕事をされている方の仕事に対する考え方や、姿勢はそれ

相当のモノであると思う。最低賃金を上げる事が目的ではなく、成果に見合った賃金が支払われるべ

きだと思う 

8 中小企業については大企業ほどの賃金増加が無く、大企業との給与格差は広がりを増していると想定

している。中小企業を経営するには、比較的安価なパート社員に依存しなければならない部分がある

ため、最低賃金が低いというのはやむを得ない部分がある。大企業から中小企業への所得の分配が加

速すれば中小企業の社員・パートも必然的に賃金が上昇すると考える。 

9 業務内容によっては低い又は高い事があると感じる。 

10 最低賃金はあくまでセフティネットであって、最低賃金での雇用をするような会社は採用活動におい

て競争力がないものと思います。そのような中で敢えて最低賃金を支給する会社での就労を希望する

者は申し訳ないけれども労働力としての価値が著しく低い方ということだと思います。したがって通

常の経済活動を行っている企業が最低賃金を意識することは少ないのではないかと思います。 

11 我々は【笑顔をつくる工場にしよう】という経営理念で仕事をしております。 

その観点から従業員へはなるべく給料を増やしたいと考えております。 

世間一般でみたとき、 

最低賃金については以下の点から考えております。 

○最低賃金が上がらない理由・競合面 

最低賃金の上昇、これが進まない案件については、例えば喫茶店を例にすると、 

老後の採算度外視の喫茶店があったとすると、そこに引っ張られて提供価格が下げざるを得ません。 

我々現役世代がこうした競争にさらされているということになります。 

大きな意味で言えば、為替を操作している中国のような企業群との競合もこれにあたります。 

我々の原料仕入値が、海外企業の販売価格よりも高いことがあります。 

競合他社が安値受注をしている場合、これに引っ張られコスト削減が必要になるということです。 

○最低賃金が上がらない理由・商業面 

大手企業につながっている下請け企業が多いと思いますが、コストを全部丸裸にされています。 

かつ、調達部という名の部署があり彼らは内部向けにコスト削減をノルマ化されています。 

永続的にコスト削減と、調達先変更というリスクにさらされています。 

行き着く先は末端の作業者の人件費になります。 

利益がでないので、設備投資が遅れ、さらに人件費が極限までさがるという悪循環になっている企業

をたくさんみてきました。 

12 最低賃金の高低でなく、能力に見合った賃金制度に成る様、弊社は努めており、最低賃金額は一つの

指標という観点です。 

13 日本の経済成長が世界から取り残されているのに、企業に負担を押し付けるのは本末転倒。 

14 分かりません。社員や求職者がその企業の賃金で満足しているかどうかが重要と考えます。労働契約

ですので労使双方が納得しているかどうか、だと思います。一方、最低賃金は設けておかないと、労

働力の搾取や収奪が起こり得るので必要ではないでしょうか。 

15 最低賃金では一人暮らしはかなり厳しいと思う。 

中年齢層の所得格差も大きくなってきているように感じる 

16 雇う身としては、ここ数年の最低賃金の上昇率は高すぎると思う。が、額面としては正直必要なのも

わかる。 

世の中の大多数を占める中小企業が付加価値や労働生産性をあげられないのも問題ではあると思う

が、職人技など手間をかけたものに対する対価を認めてもらう営業力やブランディング力をつける施

策が欲しい。 

17 高い、低いは職種によると思います 

18 最低賃金以上の賃金設定をしています。従業員が幸せになって、頑張ってくれることが会社の発展に

つながります。 



19 一定の基準も必要だとは感じておりますが、人が人の賃金を決めること自体が難しいと感じておりま

す。当社は時給が1,000円前後からスタートするので特に低いかどうかを考えたことはありませんが、

1,000円ですら高いのか低いのかよくわかりません。最低基準から考えれば高いと考えるのが普通です

が、これが正解かどうかなどは規定があっても毎年ずっと考えている問題です。数字＝幸福度or仕事

内容＝幸福度または両者？900円でも、1,000円でも2,000円でもそれが最低賃金の数字になってしまえ

ば必ず最低賃金は低いと言われると思うので難しい問題だと思います。 

20 特にパート勤務の女性社員に優秀な人材が多いので最低賃金は低いと考えます。しかしながら、最低

賃金を上げていくと103万や130万の壁があり、働ける時間が低下していきます。この問題を解決して

いただけると良いのではと考えます。 

21 高い低いについては、比較でしかなく、判断できないです。弊社での賃金の考え方は、弊社のビジネ

スモデルにおいて、その人がどういった価値提供ができるのかの量によります。 

22 正直他国と比較して高い安いを論じているメディアの情報について、それが物価水準を反映した数値

なのか、為替を反映した数値なのか、本質的に比較に足る数値なのかどうかが良くわかりません。む

しろ日本の商慣習上、二次下請け、三次下請けはスズメの涙程度の付加しか得ることができません。

川上企業は自社の利益を確保したうえで、下請法にかからない範囲で下請け企業に価格競争を投げか

けているため、そこに群がる下請け企業は値段のたたき合いになった結果、賃金が安くなっている感

覚があります。そのため川上企業の給与が問題になることは絶対にありません。発注側は自社のボー

ナス、昇給分の利益を確実に確保したうえで下請けに発注しています。ただし、川上企業の給与から

は税金、保険等もある程度発生してくると思うので、額面の最低賃金だけでなく、所得の配分といっ

た面からも論じなければ、最低賃金という単語だけが独り歩きし、経営の厳しい中小企業はますます

人件費が上昇するだろうし、賃金を上げることができない中小企業はますます人手不足になることが

目にみえていると思います。この状況が続き、若者就業者の製造業離れ、中小企業の後継者不足等が

今後深刻化すれば、必然的に価格競争に付き合う下請け企業が減少してくるので、むしろ下請け企業

の賃金が安定してくるのではないでしょうか。 

23 日本で都市圏ならいざ知らず、地方での物価は断然低い。都市だけでなく、地方全てが足並みを揃え

ない限り難しいであろう。また、逆行し物価を下げたがる業者、販社、販売店がいる所をからして、

難しいとも思う。 

24 企業の利益が少ないので引き上げは難しいと思います。 

25 何を基準に高いか低いかという議論になります。当社でも楽しく働いている人は賃金でもめることは

ありません。むしろ、仕事を楽しめないで作業として行って 

いる人とは賃金でもめることがあります。この様な方は作業効率もよくありませんし、働いていると

いうより時間をつぶしに会社へ来ている感じです。この様な方は当社では長くは続きません。当社で

は障碍者でも楽しく働いていますから。 

26 各社様々な経営方針があり、一概には回答は難しいと思います。 

27 判断できないが、会社に利益があれば社員に還元すべき 

28 同一賃金同一労働を考えれば低い（ボーナス部分が低くなる） 

29 国レベルでの労働生産性向上に欠かせないものと考えるが、大企業が展開する賃金アップを中小企業

で展開するには難あり。国、地方と一体となった取組みと支援が必要と認識。 

30 それぞれの国の物価水準もあり、賃金水準だけで高低を比較する人はできないのではないかと考えま

す。 

31 弊社はIT企業であるため、個人の能力の差が大きく、一意に最低賃金を設定するということは困難で

あるという考えですが、現状では人材が不足している業界であることから、必然的に平均給与も高く

なりがちなため、現状では最低賃金での雇用とはなっておりません。 

あまりに最低賃金が上がると、業界未経験の方を試用することが難しくなり、機会損失が発生するこ

ともあるかと危惧しますので、そのあたりの対応策があれば良いかと思っています。 

32 「日本の最低賃金は低い」というのが何と比較しているのかわからないが、 

最低賃金、残業なし、賞与なしでは最低限度の生活しかできない。 

生きていけないほど貧困ではないので、妥当な水準だと考える。 

33 ヒトモノカネのうち、モノとカネはヒトが創っていることを理解していないのが全てではないでしょ

うか。同時に会社が従業員の立場で物事を考えていないことの影響もあるかと思います。自分が逆の

立場だったら働きたいと思う会社なのか、会社は誰のおかげで運営できているのかを想像すれば、理

解はたやすいことなのですが。スタッフを道具として使おうとしている会社が多い気もします。社長

一人で運営できる組織はどこにもありませんし、サラリーマン経験のない創業者やサラリーマン上が

りの経営者が錯覚しやすいポイントかとも思います。 



34 決して低くは無いと思います、仕事内容に対し賃金が低ければ、高い企業に人は流れるので、従業員

の募集をかけた際、応募が無ければ賃金を見直すしかないためです。最低賃金を更に上げていけば、

従業員に求める仕事内容もそれなりに多くなっていくので、賃金を上げれば良いという話ではないと

思います。 

ただし、外国人から見ると他の国との最低賃金を比較した場合は、他国の方が高ければ日本で働こう

と思う人が減っていくので、バランスは必要だと思います。 

35 弊社は最低賃金にプラスして介護福祉士、理学療法士、言語聴覚士、看護師の資格手当を乗せている

ので、賃金が低いということはないと思います。 

36 各種手当などがあり、退職金などもあり、きっちり仕事する方にはプラスになるようになっています。

長期雇用前提で考えているのであまり強化してほしくない。休みも増え、有休も増え、実質はそれ以

上に上がっているものと考えています。 

37 会社や仕事で利益率が違うので何とも言えませんが、最低賃金は低くないと思います。 

38 労働者にとっては最低賃金が上がることはありがたい事であるが、企業の経営、存続にとっては検討

すべきことがたくさんあると考える。 

39 有能な人材を採用するには、ある程度賃金を出さないと採用できないので、最低賃金での雇用は考え

ていないが、誰でも出来るような作業であれば、現状で妥当なのではと思います 

40 もっと高くても良いと考え、自社でも企業内最低賃金を設定している 

41 一律ではなく、業種毎に設定する必要があると考えます。 

42 賃金を上げるには付加価値を高めて収益を上げるしかない、その訴求体力が企業にあるかどうか。 

43 OECD加盟国の中では28か国中11位と中位レベルにあるが、フルタイム労働者賃金の法定最低賃金は28

か国中25位と低い現状を理解しています。事業内容、規模などにより要因は様々ですが、国としての

切り取りを１企業レベルでの判断は困難であると考えます、 

44 最低賃金が低いとは思っていませんが、当社では、愛知県の最低賃金 927円に対し、最低1,050円～

で雇用しています。でも、国で決めた最低賃金は、妥当という認識でいます。 

45 現在労働時間をベースに決定しておりますが、月収ベース（時間外労働での増加分等を考慮）での最

低賃金があっていいと思います。 

46 最低賃金は低くない。業界や仕事内容によって企業の裁量枠を大きくするべき。 

47 近年大幅に最低賃金が上昇したので低いとは思わない。 

48 基準としては有効と考えます。 

49 仕事を一括りにした賃金の低い・高いは一概には言えません。 

単純労働であれば、現状は妥当賃金に近いと感じます。 

50 職種によって最低賃金が異なると思います。 

技術を主とする業種は最低賃金が安いと考えます。 

51 比較する国によるので高いのか低いのかはわかりません。 

52 能力給を心掛けているので、常に最低賃金よりも高い位置におります。 

53 地域間格差がある以上、ひとくくりで最低賃金の上昇は難しいと思います。 

54 良くわかりません 

55 現社長就任以来働き方改革を行っており、休日、所定労働時間や賃金体系の見直し、新卒の継続採用

など行っており、完全週休2日制、サービス残業がない飲食業としては働きやすい職場環境を作ってい

ます。賃金についても新卒が採用できる水準にしてきたので最低賃金以上のものとなっています。 

56 外国人雇用など生活環境を整えられる給与を考慮したい 

57 雇用者、労働者が息の長い経営・労働環境を維持できることが理想と考えます。 

58 働く人が希望する仕事内容に、賃金が見合っているか、否かで判断するのがよい。賃金が高くて難し

い仕事より、賃金は低くても簡単な仕事を必要としている人も多い。弊社の場合、子育て中のママさ

んたちは、はじめのうちは後者、子供の手が離れてくると前者希望に変わる人が多い。 

59 地域格差はしかた無いと思いますが、優遇されても良い職種もあると感じています。 

60 低いと思う。地域にもよるが、このよううな額では、若者が希望を持てない。 

61 高い安いという捉え方もあるが、最低賃金に地域間格差があることが地方から都市部への人口流出に

繋がっていると思う。最低賃金を全国一律にすれば、地方ではそれに対応できる企業のみが生き残る

ことにはなるが、地方から都市部への人材流出に対しては一定の抑止効果が生じるのではないか。 

62 基準はあって良いと思う 



63 中小企業経営者の立場から考えると、ここ数年で大幅な最低賃金の上昇があったとの認識です。電子

機器製造業として客先から認められる時間単価は＠2,000円/H程度の低い金額が多く有ります。30年前

からほとんど変わって居ません。一方、従業員への時間単価は東京都では＠1013円/Hですので利益を

ねん出するには作業時間、間接時間の短縮を行う経営努力しかありません。 しかしもう限界に有り

ます。 客先からの受注単価を高くする交渉も、同業他社との競争を考えると難しいところです。 そ

のため自社製品の販売比率を高めて利益の源泉にすることを目標にして居ります。 

64 特になし 

65 国別の物価、福利厚生費用が異なり、一概に最低賃金だけでは比較できない。 

ただ、非正規雇用がある限り最低賃金を上げても今後我々が直面する問題は解決しないと思う。非正

規雇用を正規雇用に変え、従来非正規雇用で賄っていた仕事をIT等による機械化での代替が必要と思

われる。 

また、障害のある方の雇用に最低賃金を適応すると、逆に雇用が進まない。 

これは障害のある方を最低賃金以下で採用するとの発想ではなく、障害のある方の才能と特徴をいか

に 見つけ、伸ばし仕事に結びつけるかの専門の機関が必要と思う。 

66 最低賃金が上がることは賛成です。実際最低賃金での金額では新規の雇用は来ないのが現状です。 

海外労働者に頼らないと現場が回っていないのが現状だと思います。 

物価との兼ね合いもありますが、スタッフには沢山稼いで、幸せになってもらいたいです。 

67 低いと感じますが上げれば上げるほど企業負担も大きくなるので新規商品には反映できるが既存商品

については中々値上げ出来ないので厳しい。 

68 低くはない。現状は雇用を守るのが最優先。景気回復した後には上げるべき。 

69 食品製造業の中でもとりわけ低価格の商品を製造する当社の環境としては、企業努力によるコストダ

ウンを考えると最低賃金は決して低くないと考えます。 

70 賃金を上げる、生涯賃金を上げる、投資等の活用による労働以外の所得等、労働収入や投資の為の教

育をして、仕事や収入に対する考えをしっかりと認識できるようにしたほうが良いと思います。中小

企業には、なんとなく給料あがったら良いなーくらいの感覚しかない方が多い気がします。スタッフ

も一丸となり、同じ労働時間で、スタッフも会社も成長し、社会にも貢献していく。それを理解する

ことが最も大事なことであり、賃金も高くなることに繋がると思います。 

また、企業も社会保険の加入が増加する中で、価格転嫁できてるのであれば賃金を上げて価格転嫁で

きれば問題ないきがします。個人的な小林の意見となります。 

71 雇う側からすると致し方ない気がするが、雇われる側からすると賃金を少しでも上げてあげた方が従

業員のモチベーションも上昇し、責任感も生まれる気がする。 

72 単純に金額だけで最低賃金の安い高いは判断できないと考えます。 

当県は5地域に大別され、文化経済面での差があり、県下一律の最低賃金設定は合理性を欠くと考えま

す。 

せめて住宅価格や地価を加味した最低賃金設定が必要ではなかと考えます。 

数百万円で中古戸建住宅が購入できる県境に近い市の最低賃金900円と比較すると、東京23区内の最低

賃金1013円はあまりにも低いと感じます。 

73 ・弊社の人事制度やそれに伴う評価制度をどのように刷新していくのか、それをどのような賃金体系

のもと各人の処遇に反映させていくべきなのかといった、総合的な検討が必要な時期に差し掛かって

きていることを認識している。 

・例えば、パート従業員の正社員への登用制度や業績連動型賃金体系の確立等を様々な角度から検討

していく必要がある。 

74 個々のスキルにも配慮した賃金体制をとっている。一概には言えないと思います 

75 コロナの情勢下では最低賃金を上げるのは経営上非常に難しい課題の一つであると感じております。 

76 日本の場合 中小企業の数自体が多過ぎるため どうしても価格競争になり企業の収益は上がらない

ので 自ずと賃金も上がらない負のスパイラルに陥っているのでは？本当に必要な企業しか残らない

淘汰の時代が来ると思われる。それに残った時点で賃金も上がるのでは。 

77 30年前は日本が世界の経済をリードしていましたが、その頃から所得はそれほど増えていないのです

ね。 

あの頃、海外に行くといろんなモノが安く買えたように記憶していますが、今は海外の人達が日本に

来ると物価が安くて喜んでいるのでしょう。 

そうした影響もあって海外からの観光客が増えているのだとしたら、所得が増え、物価が増えるのも

考え物ですね。 

今は、世界と戦える企業が少なくなってしまったので、観光産業頼りなところもありますから。 

78 各国の社会保障制度が異なるので一概に最低賃金を議論することはできないが、最低賃金という基準

を設けていることはよいことであると考えている 



79 最低賃金は600円などでもよい時がある。雇用を増やして負担を減らすなど、新しい働き方ができる方

がよい。作業重視型か、メンタルケア重視でリスクを減らした雇用形態などが必要であると思う。例

えば、教育インターンシップも兼ねて社会貢献としても高校生を3名雇いたいが最低賃金がだせるわけ

もない。 

雇用も業種も様々であるため、世の中には一律できないルールがあると感じる。 

地域差もあり、県の市では違うので、県単位というのも間違っていると感じる。 

80 外国人技能実習生については最低賃金で雇用中。母国の賃金水準と比較すると、最低賃金でも決して

低くはないと認識している。 

81 決して高いとは思いません。毎年のように上がり、企業の負担も大きくなって来ています。賃金が上

がる分、法人税など他の部分を下げるなどの対策が欲しい。 

82 最低賃金が特に低いとは思わない。スキルに応じた賃金体系にして努力する人、スキルの高い人が報

われるしくみにすることが必要。 

83 県の水準は近年、上がってきており、妥当な水準ではないかと考えます。 

84 生産性が向上するなら最低賃金はもう少し高くても良いと思う。 

85 事業の業績と関係なく 賃金を変動させないで事業を継続していこうと思うと思い切った 賃金を払

えないので 最低賃金が低いのは仕方ないと思います。 

86 私は最低賃金は低いとは思いませんが大・中企業と小企業・零細と同じの最低賃金では小企業・零細

は不利です。なぜなら労働生産性の利益が違いすぎるので 

最低賃金を上がると小企業・零細は人の雇用は難しくなります。（利益が薄い） 

大・中企業は自分たちの利益確保の後で残った利益を小企業・零細に支払います。最低賃金がが上が

れば上がるほど小企業・零細企業は苦しくなります。 

87 低いとは思わない。仕事の負荷や難易度で違って当然なので一律で納得いく水準は難しい。 

88 以前は低く感じたこともあったが、現在ではどんどん最低賃金も底上げされてきており、現在では十

分な額の最低賃金であると感じる。 

89 もらう側から見て、時給1,000円そこそこ、月給16万円（160時間労働）で生活するのは正直厳しいと

思います。但し日本の労働生産性が低い中で、賃金だけを上げることが難しいのもまた事実だと思い

ます。両方を上げる方策が必要だと思います。 

90 低いと考える 

・外国人実習生を雇用しているが、良い人財が集まりにくい 

91 弊社では日本の最低賃金は低いと考えております。その理由は日本の経済構造にあります。現在の経

済構造は川中がもっとも力が弱い構造になっております。同時に川中は日本の雇用人口の70％を占め

る中小企業が集中しており、それらの企業が利益を確保することが難しくなっている構造上、日本の

最低賃金が低いのはある意味当たり前の結果かと考えております。川中の課題はその弱い力を固有技

術等で強化して川上、川下企業に対応していくことで有り、弊社ではその取り組みを進めております。 

92 生産性を上げる努力がもっと必要。それに対する国の支援が更に必要と考えます。 

93 世界的にみて、高いか低いかを考察したことはない。私個人、管理職でありながら、一労働者として

の意見として、高い賃金をもらうかどうかは自分次第だと思っている。高い賃金をもらうためには、

それなりの犠牲もあり、パフォーマンスも高いレベルまで到達しなければならない。そのレベルによ

り賃金格差が生まれるのは当然であり、個人レベルが低いのに高い賃金をもらうことはあり得ない。

最低賃金がどうであるかより、日本人の労働パフォーマンスのレベルの向上に尽きる。 

94 特に弊社所在地県は最低賃金は全国と比較すると低いが、その額が実際に低いかどうかは個々人によ

るので一概に言えないと考える。それとは別に、最低賃金はまだまだ上げていくべきだと考える。最

低賃金を上げ、人件費を上げる。つまり、変動費を上げる。会社の利益に直結する変動費が高くなれ

ば、全国的にブラックと呼ばれる企業は持続が困難になり淘汰されていくと考える。また、人件費が

上がることで自動化、AI化が加速し、新たなイノベーションが生まれ、今まであった雇用が無くなる

以上に新たな雇用が生まれる可能性がある。人々が適正な賃金で働きやすい環境で働くことができる

未来を少しでも早く実現させるためにも最低賃金を上げていくことが一つの鍵だと考える。 

95 ・最低賃金を指標にしてない為、特にございません。 

96 けっして高い水準であるとは思えませんが、企業全体の競争力を超えて上昇させていくのも難しいと

思います。 

97 弊社では最低賃金を適用しているのは海外研修生のみであるため、その他の社員に関してはそれ以上

の待遇となっております。最低賃金に関しては低いという認識はありませんが、パート雇用の方にも

その金額に見合ったお仕事をしていただいているため、上がれば上がるほどそれなりのことを求めざ

るを得なくはなってしまうと思いますのでそのあたりは懸念しております。 

98 仕事の内容やレベル等によりそれ相応であれば問題ないと思います 

99 特になし。 

100 日本の国力が低いので仕方ないと思うが、海外に高い賃金を求めて流出するのが怖い。 



101 日本の最低賃金が平均900円/時、最低800円/時を切る現状は、フルタイムで働いてようやく一人暮ら

しができる水準で、所帯を持って子供を設ける未来像が描けないと考えます。日本のこれからの産業

を担う子供の出生率が低下すると、当然の事として日本の国力も低下していきます。 

弊社として日本の最低賃金について直接の対応はできませんが、事業に邁進することで顧客に満足い

ただき、適正な利益を得て、結果として地域の雇用を増やし、賃金に還元していく所存です。 

102 経済の回転を考慮すれば、まだ高くても良いのではと考えます。現在の最低賃金は、就業j意欲をなく

させているほどに低いと思います。高い賃金構造に耐える社会構造を最終的に求めます。資本主義国

家ですが、余りに闇が多いような気がします。 

103 低い給料でそれなりの仕事でいいという働き方もあると思っています。最低賃金を上げるだけがいい

とは思いません。 

104 最低賃金を意識したことはほぼ無いためわかりません。 

105 先進7か国の中では低い水準にあるとのことだが、生活費、教育費などに照らすと、その最低賃金で一

定水準の生活ができるかと言えば、疑問である。 

106 働き方が多様化している中、賃金形態も柔軟なものが必要かと思います。製造業、エンジニアの賃金

が相対的に低い印象があるので、付加価値、生産性を高め、賃金に反映し、良い人材が集まるという

好循環が理想的だと思います。 

107  あくまで、当方の意見となりますが、実体経済の高揚が先に求められるのではないかと考えており

ます。最低賃金は上がった方が経済効果を生みやすいことは理解しておりますが、まずは、社会の変

化、革新が必要ではないでしょうか。 

108 都道府県によって偏りがあると考えている 

109 全体的に低いとか低くない、とは考えてもいませんが、自店において出せる範囲で取り組んでいます。 

110 景気や物価に対する給与の手取り額や社会保障とのバランスで、最低賃金の高・低の議論に至るのか

と思います。現在は給与の手取り額や社会保障が不十分だということがクローズアップされていて前

述の意見に至っているものと考えます。 

111 個々の能力には違いがあるため、能力と賃金という関係で見たとき、最低賃金は高いとも低いとも言

えます。 

ただ、生活への保障も必要ですので、最低賃金を決める必要はあります。 

112 格差を考えると低いとも感じるが、これまでの歴史を勘案すると決して安いとも感じない。 

113 低くないと考えている。理由は、最低賃金で考えられる業務は責任がなく、単純な作業、誰でも簡単

にできる作業、肉体的にも精神的にも負担がかからない作業が予想される。その作業であれば、最低

賃金は決して低くないと思う。また、中小企業の６５％が赤字経営という現状から、人件費が高いた

め経営を圧迫していると感じる。安い人件費を求めて、中国で工場を建設し生産をするため、結局は

技術も盗まれ日本の技術の継承が困難になっている。 

114 最低限度の生活が出来る計算の賃金の確保は必要である。最低賃金の設定があることは、とても大切

なことである。しかし零細企業は取引会社の高圧的値下げ要求、納期の設定等があり賃金をあげたい

が厳しい状況である。 

大手企業に合わせてしまうと地方の零細企業は大変であると思う。 

115 経営者の立場からすると、妥当な金額と考えます。なぜならば通常の従業員であれば、仕事の能力に

よって昇給を検討するため、最低賃金での雇用はあり得ないからです。 

116 就労の条件、環境等により一概に低いとは言えないと感じます。 

117 当社は最低賃金を大きく上回る額で雇用していることもあり、最低賃金の水準についてはその妥当性

はよくわかりません。 

118 当社のように出張が多い会社はどうしても時間外手当の支給がありますので、基本給は簡単に上げる

ことはできません、しかし移動の無い職場であれば、最低賃金だけでは厳しいと思います。。 

119 賃金を上げても、他のコスト削減や販売単価に転化は難しい。 

120 人間らしい最低限の生活が出来る金額を保証すべき 

121 最低賃金が低いかは、わかりません。ただ言えることは、賃金だけ見るのではなく労働時間のことも

考えていただかないと、正社員はいいですが、パート、アルバイトの最低賃金が上がることで労働時

間が短くなり賃金上昇以上の負担が企業に出てきます。企業は、労働時間の対価で売上、利益を上げ

て賃金が払われるわけで低コスト化が進む日本で負担ばかりがのしかかってくるのが現状ではないで

しょうか？賃金見直して言う背景ではなく別の角度で賃金上昇できるようなことを推進していってほ

しいです。 

122 終身雇用が当たり前の時代が長かったこととリーマンショック以降に内部留保に流れることが多くな

ったことで分配が増やせないのかと感じる。 

123 日本の最低賃金が低いという意見の根拠や拠出が不明なため回答しようがない。個人的な意見を本調

査に反映すべきではないため、質問主旨が汲み取れない。 



124 生産性の低さだと考えます。個々人の仕事に対する意識や会社の風土の改善がなければ生産性の向上

はできないと思います。賃金が低いという声は社員からも耳にしますが、会社が支給していないので

はなく、会社全体として生産性が低いことが原因だと日々説明しています。 

125 妥当だと思います。 

126 地方差と業種差があり、北海道で林業・木材製造業関係では本州との格差があります。基本的には儲

かる事業としなければならないと考えています。 

127 最低賃金でも良いという人がいる限り、この考え方はうまく行かないので 

もっと、オープンに収入を得る為にやらなければならない意識改革が重要かと考えております。もっ

と自治体や国が主導して最低賃金という考え方をいかにクリアするかを考えるのが重要かと考えてお

ります。 

高い・低いは、業種や取組みにより変わると思います。 

128 考えたことはありません 

129 最低賃金の引き上げで経済が活性化するとは思わない 

130 低いと思うが、アルバイトやパート社員で成り立ってる企業にとっては、人件費が利益を圧迫するの

で、厳しいと思う 

131 最低賃金は低くないと思う。賃金は本来採用競争で決まるもの（採用される側のスキルと企業側のニ

ーズ）であり、国が最低賃金を上げることを推進すべきではないと思う。特に海外企業とのコスト競

争の中、雇用関係の様々な規制は全て国際競争をしている製造業の足を引っ張る施策ばかりで、非常

に困っている。米国のように契約を結んでいることで、自由に解雇出来るようにすれば、業況が良く

なれば採用を一気に増やせるし、給与も上げることが出来る。 

その方がスピード感のある国際競争力のある経営が出来ると思う。 

132 時代の状況によりそれぞれ国、地域によって賃金は上下変動すると思う。 

133 最低賃金が高くなると、給与水準を高くすることでの差別化・優位性が低下してしまうのではないか

と心配 

134 海外と比較し低いです。社会保障も税金も低い。当社で販売している物、商店で売っている物も低い

です。付加価値をつけて仕事や商売をするのが下手なのか？と思います。全体を上げる必要あります

が、地域格差は確かにあるので、最近言われている都市圏と地方の最低賃金を一律にするのは混乱を

招くのでやめてもらいたいです。 

135 諸外国と比較すると低いという認識。 

136 企業や経済の環境状況によりますが、決して低いとは思いませんが、地域間格差をできるだけなくし

ていく必要があると思います。 

137 低くないと思う。 

138 職種に関係してきますが、やはり全体的に見れば低いと思います。 

139 最低賃金は、諸刃の剣で、上がると失業率と廃業率が上がり、下がると消費の減少で景気が後退する。

弱者の救済になっていない。 

140 同一労働、同一賃金を守っていくことで、最低賃金を上げていくべきと考える 

141 最低賃金というより正当な評価をもとに査定を行なえることが必要と考えます。 

142 最低賃金は妥当、能力により上乗せすべき 

143  低くない。通常は需要と供給で決まります。人材不足の部門は必然的に高騰しています。誰でも変

わりがきくような業務は最低賃金でも問題ないかと思います。 

景気に応じて、最低賃金を引き下げることは難しいと考えます。 

 特に最低賃金が増加すると外国人実習生を雇用するメリットが低減されます。外国人実習生に対し

ては生活環境・組合費等の費用が３年間で時給換算すると５００～６００円企業側が負担しています。 

144 商品への価格転嫁ができず、人件費を安くすることで利益を上げる体質が問題あると思います。 

145 上げていかなければと思うが、今までのスキルでは困る。職業訓練等にしっかり雇用保険の財源を使

ってほしい。同じスキルの人の賃金を上げるのは無理がある。 

146 弊社は生産設備を導入しておりますが、食品関係の設備については、賃金が最低賃金に近く、費用対

効果を出しにくい。 

147 欧米と比較すると低いかなと思いますが、日本の生産性を考慮したら妥当かなと思います。 

148 この地域における最低賃金は、妥当だと思います。物価や労働人口、年齢、知識レベル等を勘案して、

この地域で生活をしていける水準だと思います。 

149 中小企業の場合、色々な能力の人が来るので、比較論は難しい。ただ困る事は、少しずつ最低賃金を

上げられると売価に反映する事が出来ず経営が苦しくなるばかりである。最低賃金を上げると同時に

売価に反映できる仕組みづくりを行ってくれれば、問題は無くなると思う。 



150 企業の発展と共に時給が上がらないと飲食業は厳しいと思います。1000円になれば継続できない店舗

も出てくると思われます。 

151 最低賃金は低い高いではなく、仕事への考え方の教育がほとんどない日本なので、何も考えないと安

い人になると思います。良い仕事につくだけでなく、自分が如何に豊かな経済力をつけれるのかとい

う教育がないことが問題です。なので、最終的に異常に公務員が増える国になります。公務員イコー

ル安定、給与が高い。これ以外にたくさん職種があるのですが、考える人が欧米に比べ少ない。地方

はさらにその傾向が高いです。 

人の価値(対価)は、自分で如何に高めるかと社員教育で取り上げています。行政が最低賃金をどうこ

う言うのではなく、最低賃金ではない自分を如何に作っていのか。最低賃金での仕事というのは如何

に自分を安く売っているかになるということであると思います。 

政治が無理やり最低賃金を上げるのではなく、付加価値をつける自分になる教育、また、最低賃金で

ある職種には個々事情を加味し、助成金や教育訓練をしていくべきであると思う。最低賃金は老人が

多く、選挙権が多いのではなかなか変わらない。現役世代に有権をもっと与えるべきであると思いま

す。 

152 少子高齢化の打開策は少なくとも最低賃金をはるかに上回る賃金を支払、安定した収入を保証しない

限り、安心して家庭を築き子供をなすことが出来ない。 

153 低くないと思っています 

154 低いと思う。昨今の政治状況が、大企業向けで労働単価を低くしている。税金、保険の負担が大きい。 

155 低いという意見が多いかもしれませんが、伝統産業では15年でも半人前といわれるくらいの業界です。 

初めはものをつくっているのか、こわしているのかわからない状態です。 

でも、できるようになれば賃金を上げていけばよいのではないかと思います。 

156 日本の物価が海外から見て低いとよく言われるようになりました。インバウンド隆盛の一つの理由で

あると考えます。これは日本の賃金がほとんど上がっていないことに起因しています。本当の意味で

の脱デフレが実現し、国内経済が活況を呈するには賃金の底上げが非常に大事だと思います。そのた

めにも最低賃金の上昇は必須ですが企業がもっと強くならなければなりません。 

157 最低賃金が高い国ほど生産性が高いことが報道されている為、日本は真剣に検討する必要がある 

158 当県は高いので低いとは思っていない、ある県では地元の最賃に約３０円近い上乗せをしている。（障

害者にも） 

159 分かりません。 

160 低いと思う。昨今の政治状況が、大企業向けで労働単価を低くしている。税金、保険の負担が大きい。 

161 実際生活する上では低いとは思うが、中小企業の売上げや利益だと人件費を抑えるしかない部分もあ

り、最低賃金での雇用をせざる得ない部分もある。 

最低賃金が上がっても、本人の能力限界により生産性が向上せず、最低賃金でも高いとなってしまう

可能性はある。 

単純作業などがロボットやAIなどにかわると、実際付加価値を生めない人(作業能率等で最低賃金でし

か雇用出来ない人)自体を雇えない事になるのも問題では(逆に生活補助等の対象になる？) 

どうしても最低賃金で雇わざるを得ない理由はある企業が多いと思う。それは、「はばたく中小企業

300」の存在する知らない企業であったり個人事業主の方が。 

このあたりのリアルな話はを言葉にする術する分からない所も多く、地銀や信金（の窓口担当）等に

ヒヤリングすると現実的な話が出てくるかと思う。 

上記の話は金融機関の経営者会などでも聞く話だが、役員になっているメンバーより一般会員の方が

切羽詰まっている話は多い。 

162 個々の能力を引き出す人財育成によって生産性UPし業績も上がります。それに沿って賃金UPが可能だ

と思います。社員さんに還元する。 

163 中小企業にとっては受注金額が20年前とさほど変わらない中、パート従業員の単価が最低賃金になり

1000円を超えている。工数削減等の経営努力が追い付かない状況になっております。 

164 最低賃金の基準は重要と考えますが、それ以上に企業への尽力や仕事を頑張り結果の出せた人材への

優遇(税金や保障）制度があると「人」として生きる力の源になると思います。 

165 低いと思う。昨今の政治状況が、大企業向けで労働単価を低くしている。税金、保険の負担が大きい。 

166 地域格差があり賃金の高い低いはあまり思わない。 

167 コロナ禍であり何とも言えないですが 

ただ、人、物、金のなか、苦労しているのが人財です。 

いい人には、たくさんの給与を取ってもらい、別の意味で会社の財産にしていきたい。 

168 介護業界については処遇改善手当などを含め、国の支援もあり改善されてきていると感じております

が、他業種に比べるとまだまだ低い水準であると考えておりますので、弊社においても、人材育成及

びシステム活用を含めた付加価値の高いサービス提供、業務の効率化により、給与水準の底上げを図

っております。 



169 最低賃金が低いと考えます。ただし、海外と異なり雇用の流動性が厳しい状況では、賃金総額は決ま

っているので、スキルがあるスタッフを新たに雇用するのが難しく、最低賃金を簡単には上げられな

い状況も理解している。 

170 客先からはコストダウン、人件費はアップでは成り立つはずがない 

171 「最低賃金」に関して、首都圏と違い地方はまだまだ低い水準となっているために労力に対し対価の

低さが「転職」へと繋がり、「離職率」が上がってくる。そうすることにより企業スキルの低下など

問題が課題となってくる。弊社では793円（当県）に対して900～1,000円（パート・アルバイト）に設

定しているため「離職率」が低く長期雇用者が増え、必然的に企業レベルが上がっている。 

172 都道府県によって生活環境が違う為、一概に高い、低いと判断するのは困難ですが、中小企業の立場

で考えれば、人件費の高騰は直接経営に影響しますので、これ以上の引き上げへは賛同しかねます。 

173 未経験採用でも可能となるため、最低賃金でスタートすることでよい 

174 当社は、ほぼ正社員で構成されているので、最低賃金レベルであると 日常生活に支障をきたしそう

に思っている。 

175 賃金の高い低いは、労働者の働く意欲と能力によって決まると思います。 

176 物価上昇率に対して、最低賃金の上昇率をみると低いを思われます。 

177 ①経営者の資質（現状維持で満足している）②理念なく目先の事業だけに注力 

178 最低賃金が低いと感じることはありません。携わる職務により賃金の高低がつくことは資本主義社会

において当然であり，県の最低賃金(９２７円)はむしろ高いと考えます。 

また，地域(県)で物価水準を基準に最低賃金の設定が異なることも制度的に妥当性を欠くと考えます。

都会が一律に物価が高いばかりでなく、品物に拠っては地方より安いものもあり、また購買機会と言

う点でも地方より都会の方が優位な点も考えられます。 

179 物価が安いので特に低いとは思いませんが、中小零細の一部では付加価値が取れないため最低賃金で

の仕事も必要であると考える。 

180 最低賃金は低いと考えます。最低賃金で週休２日の日本の生活は難しいと考えます。人口減少が進ん

でいるため、消費や投資をするゆとりがある生活ができないのでは日本経済が衰退化すると考えます。 

181 低いかどうかの基準値は人様々ですが、アメリカ等と比べて低～中未満の所得層が厚いのが問題では

ないでしょうか。これからも若者を中心に増え続けていくように思います。家などの大きな買い物を

する人が減れば、我々建設業界の未来にも不安を感じます。 

 


